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1.いつもの先生のいうとおりにして

くださいO

"ト‘

2. r聞けJeいわないのに，開いて

はいけません。
uじ

3. r始め」といってから fJやめ」と
ぜ‘・かく

いう玄で，正確にしかもできるだ

ぼくのうちは，おふろやです。

それで，ぼくは，二時と七時と二か

い，おふろにはいります。

二時ごろには，赤ちゃんがおおぜい

はいっています。

おふ九の rl~ではす、ちゃんのなき声泊三，

たくさんきこえま~t.<。けはやくやりなさいの

4.もんだL、は番号じゅんにしなさい。

しかし，むずかしいのはのとして

すすみ，時間があったらあとでし

なさい。

5.まちがってもけしプムをつかわな

いで.えんrPつで〉くをつけてなお

しなさい。

6. fやめJe，いったら，とちゅう

疋もやめなさい。

事示九ゃんのなき声のたてきんき乙

えるのは，

1.七時ごろ

2.二時2二七時ごろ

3.二時ごろ

4.よなか

5.タがた

第一部速 読

l まきおは3 キャヲメJレをなめ，はるおは3 あめをほおばっていました。は

なこはそれを見ていました。

あめをほおばってし、るのは

1.まさを 2.はなこ 3.まさおとはるお 4.はるおとはなと.
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5.はるお

2 くもをぬってとびつづけました。まどから下を見ると 2 雪をかぶったふじ

[lrが2 あたまをtflしています。はこにわのような，いいながめでした。

これは

1. ~のたび 2.汽車のたび 3.メスのたび 4. 'i軍事のたび

5.紛のたび

3 きいろと くろの，しまの込ょうのついた大きなくもがいました。からだが.

ふとっているうえに，足がながくて3 みたところ，なかなかおそろしく ，

つよそうでした。

このくもは

1. やせている 2.つよぞう 3.き士山、 4.す右どはる 5.いじわる

4 ペJレが])])ンとなると， rボーツ」ときてきがなりました。まどから手を

出してハンカチをふっている人もありました。

この汽車はいま

1. こんでいる 2.とまる 3.でる 4.はやい 5. あぶない

5 ありたちは2 ガラユひ'んに入れた土にいっぱいあなをつくりました。とん

ぽのしんだのをいれてやったら，みんなあつまってきて，いそがしそうに

いったりきたりしていました。

あなをつくったのは

1.あり 2. とんぼ 3. ガラス 4.ねずみ 5. はち

6 みんなねしずまって，おき時計だけがコプコチと音全たてています。時ぇ

ボーという汽車のきてきもさびしそうにきこえてきます。

~t.こりは
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l.あかるい 2. しずか 3固にぎやか 4.やかましい 5. まぶしL、

? でんし申のなかは3 身うどきもできないので3 きゅうにとまったれまた

き冊うにはっしゃじたりすると3 みんなはどっとまえにのめったり， うし

ろへよろけたりしました。

このでんしゅは

1.はやい 2 すいている 3.ふるい 4. こんでいる 5. おそい

8 rズドーン。 Jと3 音がしたので2 子うさぎたちは3 あわててにげだしま

した。あまりあわてたので，いっびきの子うさぎが2 さかみちに足をすべ

らせて2 ころがりおちました。

うさぎをねらっているのは

1. りょうし 2.おおかみ 3.犬 4.わし 5. くま

9 キャベツのはっぱに3 もんしろちょうが3 たまどを七つうみつけていまし

た。そのうち2 だいだい色は五つ，白い色はこつでした。

たまどのかずは

1.ニつ 2 五つ 3.七つ 4.九つ 5.十四

10 五人はいつもなかよしだ。 くりくりした目をしているのは， みっちゃん

で3 ひろちゃんにJ えくぽがあり 3 まさこちゃんには3 ほくろがあった。

はる子ちゃんは，赤いほおだったしp さよ子ちゃんは黒いかみの毛をして

いた。

ほくろのあるのは

1. はる子ちゃA白 2. きよ子ちゃん 3.みっち冷ん 4. ひろちゃん

5 まさ子ちゃん

11 わたしの村ヘパスがかょうのは3 ゆきのきえる五月からはつゆきのふる十

二月までです。変には2 山に登る人がたくさんとおるので3 とてもにぎや
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かです。

にぎやかなのは

1.雪のきえるころ 2.夏 3.秋 4.十一月ごろ 5.パス

12 まっ白な雪げむりをあげて3 右や左にまがりながら3 山をすべりおりると

ぎのよ うすは，ちょうどおいかけられているうさぎのようです。

これは

1.スキー 2.スケート 3.かけっこ 4.うさぎ 5.じどろし時

13 }_こった魚をいっぱいつんで，船が入ってくると，サイレンがなりわたり 3

いままでひっそりしていた家家から3 いちどに3 おとなも3 二子どももとび

だしてくる。きしから船へ，はしいたがわたされて， ，魚をはこびだすよう

L 、がさ~1，る。

これから

1.サイ V;:/がなる 2.ひっそりする 3.船が出る 4.いそがしい

5.しずかになる

ぇ

14 そのさらには，らくだをひいて，とぼとぼ歩いている老人の絵がやきつけ

てありました。それがゅうがたの雪おかりの中で3 しずんでみえました。

この絵は

1.おかしい絵 2.さびしそろな絵 3. ;bかるい絵 1.にぎやかな絵

5.わかりに〈い絵

15 おとうとは)rしんぷんをもっておいで。」之いわれたので3 ねえさんのつ

くえの上にあったのをとって，おとうさんのところへもっていきました。

しんぷんをもっていったのは

1.おとろさん 2.にいさん 3.ねえさん 4 おかあさん 5.おとうと
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みつばちは，ーびきの女王ばちと， -，二万びきから五，六万びきのはた

らきばちと 3 いくらかのおばちが3 いっしょに3 なかよくくらしています

女王ばちは3 たまどをうむこと LiJ為しまぜん。食ぺ物はJ はたらきばちに

食べさせてもらいます。

いちbまん数の多いのは

1 みつばち 2女王ばち 3ーはたらきばち 4.おばち 5. d_;ばち

夕方になった。戸口をしめにいくとs 向こうの西の空が赤くなっているの

「夕日が出ている。Jとひとり言をいって3 じっとながめていると3 だん

だんまるくなってくる。ぼくは戸口を2らけたまま3 弟に「こい。j といっ

た。弟は「なんだい。」といった。「早くこないと 2 なくなるじゃないか。」

と3 ぼくはどなった。

早くこない之なくなるのは

1. おやつ 2.ぼくのかげ 3. タやけ雲 4.にじ 5.夕日

7-"とうや， !Iユックサックや3 おベんとうや，おかしで3 いっぱいにふく

らんだかばんをもった小学生たちが，7-"のふき出るようなぐあいに，勢い

よく寧の中に入って来ました。「さあ2 さあ， 静かに2 気をつけてのりま

しょうね。Jこうおっしゃった先生の声などはs だれひとり耳に入れてい

るようすもありませル。

この遠足は

1.帰り 2.行き 3. もろすぐおひる 4.終った

5.とれから集まる

わか草のにおいも3 白いまっすぐな道も3 青いくももs ひばりの声もs み

んな審のよ石こびをあらわしていました。

なかでも3 はねまわる子烏のすがたが3 まぶたにやきついています。

いちばん強く感じたのは
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i 白い遺 2.背い雲 3.わか苦手 4 子馬のすがた 5. ひばりの声

20 はくちょうは3 ことしも海をわたっ -C，やってくるでしょう。すんだぬま

の7Kは3 もうつめたくなって3 北の園からとんでくるはくちょうをまって

います。

はくもょうをまっているのは

1.北の困 2.海 3.こう えん 1. Iまり 5.ぬま

21 どこからか飛んできて，すいすいと水の上を飛ぶつばめ。もうたいていど

この家でも3 つばめのひなはかえって3 口だらけの顔を出して3 親の帰り

を待っている。子つばめの頭のてっぺんには，ぽつぽつ毛が生えている。

子がキイキイ鳴くと3 表で3 親がキイキイよんだ。

つばめの子は

1.すいすい飛ぶ 2.やっと飛べる 3.まだとべない

4.親がよぶと飛ぶ 5.親の売に帰って来る

22 良太の家の躍のすみに3 こわれかけた鳥小屋がありました。もと3 その烏

小屋vr:.， 三ばのにわとりがいたのですが，良太が小学校にあがった年の春

ある朝のこと，にわとりが三ばとも一度にいなくなっていたのです。鳥小

屋には3 白いはねがいっぱいちらばっていました。

にわとりは

1.ーわだけいなくなった 2.にげた 3.病気で死んだ

4.なにかにとられた 5.かくれていた

23 やすしくんのからだは3 いつみても3 あかやほこりで，ひどくきたなくな

っています。ゐせを出したままふかないでいるので2 よけいにきたなくな

っているのです。頭の毛の中には3 土やすながたまうています。手や足は

どろや，クレヨンや3 泊など‘で3 まっ黒です。
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やすしくんのからだのきたないわけは

1.あせをふかない 2.図闘をかいた 3.きたない遊びのあと

4. ふろがをらい 5. おてつだいをした

24 東京のようすを3 おしらせします。 この二三日はもう暑くて3 日中など

は，ま夏のような天気です。もうすぐっゆだというのにp すこしもっゅの

ような気がしなくてP 海水裕にで、もいきたいくらいです。わたしたもの先

生のお話だと，北海道は夏が〈るのがおそいということですが，もう7.1¥遊

びでもしていますか。

この手紙は

1.東京の先生から，北海道の先生へ

2.東京のこどもから，北海道のこどもへ

3.東京の先生から北海道のとどもへ

4.北海道のこどもから，東京のとどもへ

5.北海道の先生から，東京のこどもへ

きず

2S 私は船室へおりていって2 自分の傷にできるだけのととをした。その傷は
レた

ずいぶん痛んだし，まだp どんどん出血していた。しかし深い傷でもなけ
警けん うで 〈ヲ 2

れば危険な傷でもなしまた腕を動かすと，ひどく音痛だと3 いうことも

なかった。

その傷は

1.深い 2.腕を動かすと，ひどく苦痛である 3. どんどん出臨している

4.危険な傷 5.痛くない

26 一一一一一一一ー一一一一一
かべ新聞第五号のげんこうを集めます。

・記 事一作文，詩J わらいばなし3 考えものs 研究3 ぼくの意見

・長 さ一げんこう用紙 一枚ぐらい

・しめ切り一七万二 十五日

七周二十日に，水泳に行ったことを書いたら3 げんこう用紙三枚ぐらいに
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なりました。

これは

L しめ切りに聞に合わない 2.長すき‘る 3.すぐのせてもらえる

4.集めている記事に会わない 5. Wかすぎる

27 私は，男の子につかまえさせたあひるを，犬の鼻にすりつけるようにして

さんざんしりをなぐってやった

犬は地面に腹をつけ，悲しげな目つきをしていたが，それで，この烏を追

いかけてはならぬということが， よくわかったのだ。以後犬はけっして，

あひるには3 かまわなくなった。

私が犬をしかったのは

1.私の男の子を追いかけたから 2. あひるをかみころしたから

3.にわとりを追いかけたから 4.悲しげな閏つきをしていたから

5.あひるをおいかけたから

28 みんな大よろこびで，もラ一度ねじをまいてうたわせようとしましたが3

王さまはお止めになって「待て， こんどはこちらの烏の養だ。Jとおっし

ゃいました。ところがそのかごを見ると，中のウグイスは3 いつのまにか

どこへ行ったのかs かげもかたちもありません。 「おやつ。Jと王さまもび

っくりなさいました。

主様がびっくりしたのは

1.みんな大よろこびをしたから

2.ねじまきのねじがきれたから

3.かごの中がからになっていたから

4.かどの中のウグイスか究んでいたから

5.ねじまきの烏をお止占うになったから

29 太陽がしずむと，;Joたりは何色ともはっきりいうことのできない色が，つ
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ぎつぎとかさなって，夜の色に近くなった。どこからこの色がわきだして

くるのかと見まわしているうちにj大空に一番星がまたたきはじめた。

これは

L 夜のようす 2.夕方のようす 3.夜朗けのようす 4.太陽の.l:'i寸

5.雲の色のよろす

かずえ

30 i一枝さん，ただいま。」こういって3 お母さんは3 息をはずませて帰っ

てきます。 「お帰りなさい。つかれたでしょう。J i一校さんこそっかれた

でしょう。」おたがいに3 いたわりながら3 タごはんのおぜんをかこむの

が一日中で，一番たのしいひとときでした。

お祖母さんは

1.一校さんをむかえに行っていた

3.雨にあって，急いで帰って来た

5.ゆろごはんを用意した。

第二部大

2. ひっそり主かえってきた

4.おっとめから帰って。きた

意

1 うしは，えさをやるしすぐたベてしまって，まだほしいので3 おけをつ

のでつつきます。それから， 7Kがほしい之きにも3 やはりおけをつつきま

す。

この文は

1. ろしのこと 2. えさのこと 3.つののこと 4.おけのこと

5. 7.Kのζ と

2 はたけいちめんに，なのはながさいています。もんしるちょうが3 はたけ

の上を，ひらひらと，とんでいきます。

むぎぶえをp 遠くのはたけで3 ふいている子もいます。春のはたけは， ほ

んとうにのどかで‘す。
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この文のあらわしていることは

1. こどものこと 2.むきコ:えのこと 3.理事の花のこと

4.いろいろなちょろちょろのこと 5.春のはたけのよろす

3 かいこが3 すこしずつ円から糸を問しはじめました。かいこはp 白かった

けれど3 きいろくなって3 なんだかすきとおるようになりました。耳をす

ましていると，こそこそと，まほうっかいのように3 まゆをつくっていま

す。

この文のいいたいととは

1.かいこの口のこと 2.すきとおるよろになったこ 2こ

3. まゆをつくっていること 4. きいろいかいこのこと

5.耳をすまして聞いているとと

4 風はやみましたが3 まだ雪がふりつづいているのが，でんとうのあかり

で3 よくわかります。この雪の中を，四人五人とあつまってきます。スト

ープにぬれたぼうしをかわかしている人たちが，だんだんふえてきます。

この文のあらわしていることは

1.風がやんだこ 2こ 2.人がttんすEんあっまって〈ること 3 ぼうしのこと

4.でんとちがあかるいこと 5.ストープのこと

5 五月四日の夜，私の家には，ほんとうにかなしいことがおこりました。そ

れは3 おかあさんが，お使いのかえりに，オートパイにはねられて，頭に

けがをして，小Jll病院に入院したことです。

この文でだいじなことは

1.私の扇のこと 2. おかあさんのお使いのこと

3.おかあさんのけがのこと 4.オートパイのこと 5.小川病院のこと

6 地しんのため家がつぶれたり 3 鉄道のせんろがこわれたりしました。なか

でで、も3 地 しんの中心に近いところで
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へんなひがいをうけました。

この文のいいたいことは

1 地しんのひがいがらったこと

3 鉄道のぜんろが‘てわれたこ 2ニ

2.家がつぶれたこと

4. みんなにげたこと

5. こちらは地しんがなくてよかったこと

7 7.Kf土高いところから，イまいところへ流れる性質がある。川の流れや‘もの

すごいたきや，やねから流れおちる雨水や，グムから走り落ちる7.Kを見て

L、ると， このこと.il'~っカミる。

この文のとくにいっていることは

1.雨水のこと 2. 7I<の性質のこと 3.ゃねのとと 4.た舎のこと

5.川iの疏れのこと

8 大むかしの人は，えものがなくなれば，つぎつぎにすむ場所をうつしてい

くことが多かったが，貝ならいつでもとってくるこ之ができたから3 貝が

たくさんとれる海の近くにすんで、いた人たもは，伺十年も， ~こ grには何百

年もお，なじ所に余jをつくってすんでいたようだ。

大むかしの人は

1.いつでも寸む場所をかえてばかりいた 2.ちえのたりないものばかりだった

3.えものがなくてこまっていた 4.貝のとれる海の近くには長〈すんでいた

5.海の近くにはなかなかすまなかフた

9 けさも山のちょう上には3 いおうのガスがふき出ている。むせるようなに

おいが立ちこめている。きいろいけむりをふさ'あげている。一本の草もな

L、。

きみのわるい2 らくまのこえのようだ。

このさたのあらわしていることは

1.主主のないとと 2.山のいおうガスのこと 3.けさのこと
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4.あくまのこえのこと 5けむりのこと

10 まず林を売りました。それから土地を売りました。つぎには，どうぐを手

ばなしました。とうとう家までも売ってしまいました。

それでも彼は，:@f貨をとちゅうでうちきりませんでした。

この文のいいたいことは

1. ~択を売ったこと 2.林を売ったとと 3.どうぐを売ったとと

4.土地を売ったこと 5.研究に黙心なこと

11 どんな種類の本でも，向分がおもし乃いと思えるものを読めばよいのです
おわ

が);zドの中には3 読んでいるときはおもしろくても3 読み終ると) iなん

だつまらない。」 とP 思わせられるものがあります。たとえば2 読んでい

るときは3 おかしくてげらげらわらっ.たり，あるいはなみだが出てくるよ

うな所があっても，読み終ったとたんに3 みんなわすれてしまうようなも

のがあります。こういう本は，たいていつまらない本だと思います。

この文のいいたいことは

1. iドはおもしろいのを読めばよい

2.いつまでも心にのこるのがよい本だ

3なみだの出るような本はつまらない木だ

4.本は読み終るとつまらなくなるものだ

5. *は読んでいるl時がおもしろいのだ

ぜんbん

12私たちは3 おとなになると，だんだん専門の仕事を持つようになります。

そして}どうしても同じ仕事をもっている同士がつき合うことが多くなり

ます。で、すからs 小学生や中学生の時は3 できるだけ大ぜいの友だちをも

ち3 いろいろの人とつき合うことがたいせつになってきます。それができ
...う きょうじゅ

なければ3 時がたヮてp その人がもし総理大臣になったとしても大学教授

に沿ったとしてもs けっして閏民の気持を察することのできる3 ほんとう

の指導者にはなれないと思います。
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この文のいいたいことは

1.小学生や小学生は，友だちが大仇、ある

2.友7iちがないe..えらい人になれない

3.いろいろの人とつき合う ζ とがたいせつだ

4.友だちは，同じ仕事をもっている人がよい

5.子どもには，友だちはたくさんいらない

13 私たちは学校へ行ったり 3 よそへおゑ:になって行〈主きには，かがみの前

で自分の身なりを正します。これは人の前に，きたない君物や，だらしな

いかっこうをみせるのがはずかしし、からです。ところが，あんがい3 きた

ない文やz だらしない文を3 平気で人の前に出しているのは3 こまったこ

とです。

この文のだいじなことは

1.学校へ行くときは身なりを正す 2.かがみにむかうのはたいせつだ

3. お客のときは身なりを正す 4.だらしないかっこ引まいけない

5. きたない文をかくのはいけない

がっし均号こ〈 りょうぜ

14 アメリカ合衆国は3 最初はイギリスの領土で-あって，イギ Pスの役人が

きておさめていましたが3 人民は2 イギ Fス本国の利益や3 イギリスの主

様のこ之ばかり主にする役人たちの政治に3 しだいにがまんができなくな

り，今から百七十年ばかり前に3 とうとう武器をもって立ち上りました。

そして本国の軍隊とたたかってこれを3白いはらい，独立して今の合衆闘を

作ったのです。
者ぞく

それは3 三F.様や貴族などというもののない3 人民たちだけのほんとうの新

しい国でした。

この文のいっていることは

1. イギリスの人間は怒ぃ人悶tt

2.百七十年前にアメリカで戦争があった

-82 -



:~.アメリカは人民がカを合せて作った国N.

4.アメリカとイギリスはなかが思い

5.けっして戦争をしてはならない

15 動物園の大きな池に，何びきかのフPシカがおもしろそうに泳いでいるのを

見ると，いつまで・もあきません。えさをやる時聞がきて3 見物人たちが魚

をかつて投げてぞる、と，アシカたちは3 じようずにもぐっていっては2 た

ちまちえさをくわえてきます。

せんすい夫や3 あまさんたちがs いくら7]¥にもぐるのがうまくても2 アシ

3むの足もとにおおよばないでしょう。

この文のいっていることは

1.動物園にはアシカがいる 2 せんすい夫とアシカが水にもぐる競争をした

3.アシカのえさは魚である 4. アシカは水にもぐるのがうまい

5.見物人がアシカにえさをやっている

も さんそ

16 火を燃やすことのできるのは，空気の中に酸素のあるおかげです。それ

は3 酸素には2 ものの燃えるのを助ける働きがあるからです。

たとえば，よく燃えないときには3 うちわで、あおいで、風をおくると3 新し

い空気がたくさんとどきますので3 よく燃えだすことになります。

この文のだいじなことは

1. うちわであおぐと燃えるとと 2.火が燃えるのは酸素のためであること

3.燃えない時の工夫 4. うちわと空気のかんけい

5.空気の中に酸素のあること

17 ドイツの歴史をふりかえってみると p ドイツ人はなかなかすぐれた民族だ
tナ。ヵ・〈会ん

ということがわかります。医学では，結核菌を発見したコツホ3 サルバJレ

サンを発明したエールリッヒ。文芸ではゲ戸テをはじめとして3 数多くの

人たちがあります。カントやマルクスもそうで、す。

音楽ではパァハ3 ぺ戸ト F ベン3 モーツアルト3 シ品 F マンs リスト3 メ
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シデノレスゾーン，プラ ームスなどs みんなドイツ人です。

この文のいっていることは

1. ドイ ツには，えら心、学務がた〈さんいる

2. えらい入は，みんなドイツ人である

3. ドイ ツの燦史はおもしろい

4. ドイツ人はすぐれた民膝だ

5. ドイツ人は医学，文芸，音学にすぐれている

18 むかしからよく「土の下に大きなナマズがいてあばれるから，地しんがあ

るんだ。」 といわれていますが3 ほんとうでしょうか。

「なんだ，ぽかぽかしい。ナマズは川の中にいるんだよ。」 とみなさんは

答えあでしょう。之ころが今でも，大ナ守ズがあばれるんだということを

信じているおとなの人たちがいるのです。だから大むかしの人たちがJ ナ

マズがあばれるから主いったり，神さまがおこられたのだと怠ったと Lて

もむ りもないことです。

この文のいっていることは

1.むかしの人が，地し，qt. ナマズがあばれて起ぎると考えたのは， しかたの

たいことだ

2.神さまがおこると地しんになる

3.すfかしはナマズのた6bに，地しんがおった

4. ナマズが，地しんを起こすとはよ・しぎすま

5.むかしの人はばかだった

19 わたしたちの大すきな本は，紙でつくられ，それにはp 絵や文字が書いて

あります。ところで君たちはs 石でできているすばらしい本のあることを

知っているでしょうか。それは3 わたしたちの足もとに僚たわっている大

地なのです。といっても2 君主たちにはすぐ信じられないかも知れません。

だがJ 大地は3 ほんとうにすばらしい本なのです。この石でできたぷに

-84 -



は地球や，生物の生い立ちゃ歴史が占:いであります。

この文のだいじなこ とは

L 絵の本も，石の木もかわりない

2.わたしたちは，本が大すきだ

3.大地は私たちの足もとに為る

4.本に語いてあることをすぐ信じてはならない

5.石をしらべるE地球や生物の研究ができる

20八月三円の夜になりました。アンデノレセンは愈に熱がでて，その晩は，こ

んこん之眠りつづけていました。

それでも3 ときどき目をひらくと3 すぐそばにメルヒオール夫人の，母親

のようにやさしい，愛情に満ちた顔がほおえんでいました。

明け方近しもう一度目をさましました。その時，夫人は白いぱらの花を

乎にもっていました。

アンデJレセンは3 しずかに夫人の幸福を祈りました。

この文のいっていることは

1.アジデノレセνが，一晩中，病気で苦しんだとと

2. メノレヒオF ノレ夫人が，一晩中， アyデノレセシのかんびょうをしたとと

3.アyデルセ:/は朗け方まで， n民りつづけたこと

4. メノレヒオール夫人は，白ぱらのよろに美しいこと

5. メノレヒオール夫人が，ほおえんだこと

お や す み

第三部細 部

l 議みた時3 きのうと同じように3 三ばの子つばめはs すから，でたり，は

-85 -



いったりしてP すこしずっとんでいました。

学校から帰って3 そとへ出てみたら3 三ばの了・つばめは，おやつばめにつ

れられて，でんせんの上に3 一れつにとまっていました。

朝見たとき，子つぱめは

1.でんせんをこえてとんでいた 2.おやつはめにつれられていた

J.すから，かおを出していた 4.すから，でたり，はいったりしてとんポいた

G.すから，おちてしんでいた

2 三月といえば3 雪国ではまだ雪がのこっているのに3 あたたかい地方で

は3 もふさつまいもや3 じ均がいもをうえるじ抑んびをします。

子どもたちも3 石けりをしたり，なわとびをしたりします。

雪国の三月は

1. じ，ゃがいもをうえる

3.まだ雪がのこっている

5. さつまいもをろえる

Z 石けりをしてあそぶ

4. なわとびをしてあそぶ

3 休みはすみました。グレーチェンは3 またご週間学校へいかなければなり

ませんでした。そうしているうちに，ひっこしが目の前に近づいてきま し

た。それがいよいよ次の火曜日とをまって， きょうは3 もう土曜日でし

た。家中とりみだじてあります。

まどかけはみんなー取りはずされて3 室内には，荷造りのつめものに使った

残りのほし草や3 わらがいっぱいちらばって，じゃましています。

ひρ こしするのは

1.二週間たつと 2.つぎの土櫛目 3.きょろすく.

4.まずEきまっていない 5.つぎの火l胤日

4 fJ胡には3 カモとオシ rリがいました。ふたりはなかよしで，いつもいっし

ょに討〈いでいました。
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オヲン Fリはたいへん用心深い烏で、した。速くにりょうしが見えるとすぐ逃

げてしまいます。高い空をワシや3 クカがとんでいても，すぐか〈れてし

まいます。

カモトオシドロがし、っしょに泳いでいるのは

1.かくれるにつごろがよいから 2.ワシやタカのように空をとべない泊、ら

3.迷くからりよろしがくるから 4.なかよしだから

5.二習とも用心深い烏だから

5 たいがし、のかんだんけいは3 れい下回十度までの数字がついています。そ
Sぃ智ん

れでおしまいになっているのは，水銀がそこまで下がると，こおってしま

うからです。けれども世界にはp そんなに寒くなるところはp ほとんどあ

りません。世界でいちばん寒いところは).北極にはおりません。いちばん

寒い3 つまりかんだんけいの目盛りが3 四十度以下に下がってこおってし

まうところは3 シペリヤにあります。

れい下回十度以下の寒さになると ζ ろは

1. シペリヤ 2.北極 3.南極 1.たいがいの土地にある

5.地球の上にはない

6 遠くのはIが雪で白い。 III山の上に，はい色の雲がでている。いまにJ いや

な北風が川上から問てきそうな気がして2 むちゅうで2 いねをかった。気

がつくと，弟がおひるのベんとうをはこんできていた。

急いでいねをかったのは

1.山に留がさげこから 2.北風がふいてきそろだから

3.はい色の雲が¥，、やだから 4.弟がむかえにきたから

5.いねかりのおわりだから

.、
り可

7 母と2 兄と，ぼくの三人でJ 船から家までいかを運ぶと 3 弟はいかを洗う

水をくんで待っている。ぼくは，ひろい板を出して，ほうちょうをそろえ

る。母と兄は3 家の前へむしろをしいて3 そこへいかをあけ3 板の上でさ
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く。

弟は，それを洗って3 たるにあける。ぼくは，それをつってあるなわにか

ける。

7Kをくんだり 3 いかをあらったりするのは

1.母 2. ぼく 3.母とぼく 4.兄とぼく 5.弟

8 金の馬車が3 すずをふるわせながら走っていきました。王女さまは，いつ

ものように3 すずの音をききつけてから3 お城のまどをあけに，立たれる

ことでしょう。馬車がゆれるので3 かぎりの金のJ-Itもゆれ3 のっている王

様の白いひげもふるえます。やがて王.女さまには3 金の烏も3 三Fーさまの白

いひげもみえあでしょう。

王女さまが3 まどをゐけに立たれるのは

1.馬車が見えてから 2.白いひげが見えてから

3.すずの音がきこえてから 4.金の烏が見えてから

5.王さまがよんでから

"いよ3

9 夏は3 太陽カらわたくしたちのま上からてらしている。また，夏は3 太陽
て じめん

のかんかん照るひるまの時閣が，一年中でいちばん長七;地面のひえる夜

が3 いちばんみじかい。それで夏はあっいので・す。

夏のあついのは3 たいようがま上から照らしているだけでなく

1.一年中で一ばん日がみじかL、からである 2.たいへんあっいのでこまる

3.地面のひえる時間が長いからである 4.みずおよさFができる

5.太陽のてる時間が，一ばん長いからである

10 ~"そろしい議へびだった。ひらペったいかま首を立てているのだった。ぉ

とうさんは3 てっぽうをかまえて，ゆるやかに3 一歩一歩2 うしろへきが

っていった。おとうさんのからだがうごくたひマこ3 がらがらへびのかま首

は，右t乙左にゆれてし、た。そして，たびたびしっ Itが3 がらがらとなるの

であった。
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おとうさんは

1.穆へびにおをなげようとしている 2.湯へびをふみつけた

3. めずらしい議へび舎ながめている 4. そっ主謀へびに近づいた

5.指へぴに，てっぽうのねらいをつけた

11 魚は2 えらがあって， 71<の中にとけている空気を3 すったり 3 はいたりし
じんげん

て3 生きていくことができるが3 人聞にはえらがないから， 7Kの中に入っ

たら，空気合すったり，はいたりすることができないので，死んでしま

う。

人間が7kの中で死ぬのは

1. えらがない 2. 7}くの中に空気がとけているから

3. ~.気をすったりはいたりするから 4. およぎがへただから

5.水をのめないがら

12 先生が， iこんどの社会科の時聞は，工場でどんなものを作っているか，

見学に行きましょう"，ほかの組では3 教室でべんきょうしているのだか

ら3 あそんでいる人のないようにして行ってきましょう。」 と3 いわれま

した。

見学するものは

1. あそんでいるところ 2.工場で作っているもの

3.教室でベんきょうしている之とろ 4.社会科のベんきょろ

5.ほかの組のベんきょろ

13 イギリスの教育のしごとは3 アメリカと同じよ 5~;こ 3 各地方が行っている

が3 文部省があって3 国家もずいぶん力を入れている。
でんさヨ

なにしろ伝統を重く見る闘なので，いっぱんの人k がはいる学校と，特別

な人がはいる学校がp はっきりわかれていて2 大学まで進む特別の生徒た

ちは3 はじめから大学とつながっている小学校へはいる。

「はじめから大学とつながっている小学校へはいる」のは

-89 -



1. 伝統を惹く見る生徒 2.いっぱんの生徒 3.大学まで進む生徒

4. アメ Pカの生徒 5. イギリスの各地方の生徒

昭和三十一年の秋に3 アメリカの鳥類学者;t-λチン博士が円本にきて2

各地をまわって3 日本の烏をしらべました。そして3 日本の野烏の少ない

のにおどろき3 政府の役人や，鳥類学者じ烏をまもりふやす相談をした

結果3 昭和二十二年を第一固としてパードデーという行事を設けることに

きめたので‘す。はじめ四月十日だったのですが，四月はほかにいろいろな

行事もあり，また日本の季節からいっても五月の方がふさわしいところか

ら昭和二十五年から，一か月おくらせて，五月十日をパーrデ{とするこ

とにしました。

五月十日をバー ドデーとすることになったのはー

1.昭和二十一年 2 昭和二十王年 3.四月十日

4.昭和二十一年の秋 5. 昭和二十二年

まわりにずっと白い雪のみねが，によきによき立っていた。小十郎がその

いただきで‘休んで‘いたときだ。いきなり 3 犬が火のついたようにほえだし

た。小十郎がびっくりしてうしろをみたら，互に目をつけておいた，あの

大きなくまが，両足を立てて3 こちらへむかつてきたのだ，小十郎は，び

っくりしてあとずさりした。くまは3 じりじりと11、十郎をせめた。

だれがp 何を一番早くみつけたのか

1.小十郎がくまをみつけた 2.犬がくまをみつけた

3.犬が小十郎をみつけた 4. くまが犬をみつけた

5. くまが小ーI'llllと犬をみつけた

ほげいぜん!Cん

世界中の捕鯨船田が3 それらのクジラをもとめてp いきましいクジラ取り

の競争を始めます。これが国際捕鯨オロンピックです。

日本の捕鯨船団も3 はるばると赤道をこえて，日本から一万二千キロはな

れている南緯七十度あたりの南極海あたりまで出かけ，ノーJレウェ-， イ
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牟Uス3 オラング3 ソピヱト，mアフリカ，パナマなどのおti鯨船団にまじ

ってタテラ取りをします。

捕鯨船団がクジラ取りするのは

1.南総七十度あたりの南極海 2.ノールウェへイギPスなど

3.日本から東に一万二千キロのところ 4.北総七十度あたりの海

5.赤道のあたり

17 エジソンが，十JL!止杷まで，神わざと思われていた電気をp 人閣の思うま

まに佼いこなして3 光を与え3 音ー楽を楽しま{t，七十年あまりの一生のう

ちにp 大小千数百の発明を完J戎したということは3 会く人間ばできそうも
¥1'よ3令書

ない業航であるが， とくに自分の発明した文明の利器をちゃんとりっぱ

に事業としても完成しているのは3 まことに偉大な業績である之いうべき

であろう。

偉大な業績であるといって感心していることは

L 電気をつかいこなして，光を与えたこと

2.光を与え，音楽を楽しませてくれたこと

3.大小千数百の発関をしたということ

4 科lわざのような発明をなしとげたこと

5.多〈の発加をし，それを事業としても完成したこと

18 暑い夏があるかと思えば2 寒い冬がくるとし、った季節のできるのは3 笑は

太陽の方に変化があるのではなし地球が首をかしげて，太陽のまわりを

図っているために3 瓦は地球の頭， つまり北半球の方によけいに日が当

り，反対に冬は3 地球のあごの方3 つまり南半球に多く日が当るからで3

私たちのいる大地から見ればs 夏は太陽が頭の上近くからj挺りつけるので

暑く 3 冬は南の低い空から照らすので， 寒いということになります。よ

し夏暑いのはp 冬より太陽が近いのだという人がありますが3 けっして

そんなこ とはありません。
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あつい夏ので、きるときは

1.太陽市:地球に近づくとき 2.地球が太陽に近づ〈と合

3 太陽が寒くなるとき 4. :f:ijJJ阜の回収のどあいで.日がよくあたるとき

5.低いさ主から日が照らすとき

ばん

19 それは風のないしずかな3 北海道の冬にしては，めずら しくあたたかな!漁

のことで した。ちょ っとでもだまっていると3 サッサッとふる雪の音に3

思わず耳をすましたくなるような晩でした。そのときちょうど，ヌサトグ

Pじいさんのお話が一つおわったところで，三人のおなじアイヌの子ども

たちがsまだまじめ くさった顔をして，今の話をいろいろと考えこんでい

ましずこ。

降る雪の音に，思わず耳をかたむけた〈なるのは

1.ちょろどお諾がおわったところだから

2.風のないしずかな晩がから

3.あたたかい晩Tとから

4 みんながだまっているから

5.まじめくきって考えこんでいるから

20 毎年六月七用のつゆ時や，八3 九用の台風の季節になるとP 大71<が州てた

くさんの人が死んだり，田畑や家が流されたり します。

この原因の一つt丸 山林があれているために3 雨水を しっかり食いとめる

ことができないからだといわれています。
そんがい

そのために，日本で受ける損害は金tこなおすとP 三百億円というたいへん

な数字だそうです。ですから3 まず山に木を植えることです。

それには3 三，問刃の者のと頁がよいので，毎年四足に緑の週間が行われま

す。

この原因というのは

L つ.ゆや台風の原因

3.大水が出る原因

2.人が死ん且で国焔や家が流される原因

4.山に木を縞える原因 5.娠の週間の原因
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第四部 主 題 ・推理

1 さつきまで，よいお天気だったのに，きゅうに木のはが，さわぎだ した之

思うしかみなりが近くなり ，あたりがすっかりくらくなりました。あち

らでも 2 こちらでも，ガラガラと雨戸をしめる音がします。

まもなく

1.ゅうだちがやってきます 2.でんとうがつくでしょう

3. し附くだいがおわります 4.よるになります

5.おとうさんがかえります

2 げきをするとき，悪い役をする人も，よい役をする人もあるでしょう。

「ぼくは悪い役だからいやだ。Jrわたしは3 すこししか3 せりふをいわな

いからいやよ。J などという人はないだろうと思いますが，いやな役も，

だれかがしなくてはなりませんし3 また3 そんな役こそ，たいせつだとも

いえましょう。まくをひくことひとつでも，じようずにひくのとs へたな

のとで・は3 ねうちがまったくちがいます。ですから3 どんな役でもカいっ
t:J:iりよ〈

ばいやりましょう。おたがいの協力によって，始めてひとつの美しいも

のができあがるのです。

げきをするときには

1.まくをじようずにひこう

2 進んで惑い役を引受けるようにしよう

3.どんな役でも力会合わせて，いっしょうけんめいにやろう

4.げきには，惑い役のないジテリオを選ぼう

5. よい役は，ほかの人にゆずるようにしよう

3人通りのある町を歩いている閲3 イ夕日スは，ひとことも 口をきかずにい

ましたが3 ひっそりした小路へ来ると，道ばたの石の上に3 こしをおろし

て3 ひたいに手をあてて3 うつむいてしまったので、す。イグリスは，ひと

りごとのようにし、いまし7こ。
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「もう一円もない。パンはひときれもない。 Jレミ，おなかがすいたろうね

今夜は食べずにねなければならない。せめてねると ころだけでもあるとい

いがね。J

ほん

その晩二人のねたところは

1.町はずれの家ののき下 2. ~たすこかいふとんの中

3. tl、きなやどや 4.王様のごてん

5. tt.¥，、芝こち

4 みかんをりんこ・の前においてみました。かきなりぐあいがよくありません

ので3 みかんを右がわにうつして，光のかんけいをよくたしかめてから，

えんびつをとりました。

ならぺかえたのは

1.かざりにするため 2.みせにならべるたあ 3.かごに入れるため

4. しゃせいするため 5. しゃしんをとるため

5 一郎は，母思いのやさしいチでした。しかし野球のすきな元気者でもあり

ました。ある日s 家の前で2 お友だちと， こまをまわして遊んでいまし

た。そこへ野球の遊び仲間がさそいに来ました。ちょうどおかあさんも3

おっとめを早あがりして来て，おっかいをたのみま した。

一郎は

1. 野球にでかけた 2. おっかいにでかけた 3.要員へ入った

4. こままわしをつづけた 5. お母さんのかたをもんだ

6 ふたりは，ポストのかげをのぞいたり 2 わたしのうちのごみばこをのぞい

たりs むかいの5誌のかきねをのそ'いたり 3 おおあわてのようだ。

ぼうしをかぶっていない方の子どもはs まるでなをだしそうなかおをして

いた。

このふたりは
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1.犬なさがしている 2.かくればしょをさがしている

3.友f芝、脅さがしている。 4. ぼうしをさがしている

5. おとうさんにしかられた

7 アイ子さんと，カズ子さんとナ;t子さんは，きょうだいです。けれども三

人はそれぞれ性質がちがいます。

アイ子さんは，いつでもよくわらいます。カズ子さんは3 すぐにぷんとお

こります。いちばん下のナ太子さんは，すこしなきむしです。
ばん

ある脱3 三人がいっしょにp おふろにはいりました。小さいナオ子さんが

いたずらをしてs おねえさんふたりに水をかけました。

カズ子さんはどうしたで‘しょう

1. iわあっ.つめたいJ と，いってわらった

2. iつめたいじゃないの。」と，おこった

3. iつめたいようJ と，いってなきだした

4. iナオ子は悪い子tl，.Jと，いってかなしんだ

5. iいたずらはよそろいJe_，やさしく教えた

8 r泰子p かどの，やおやさんまで・行ってきてちょうだい。J e_， おかあさ

んはやさしくたのみました。「いやなおかあさん3 帰るとすぐ用をいいつ

けたりして。Jと3 泰子はぶつぶついいながら出かけました。春子の出て

いったあとに，お客様がお見えになりました。

そんなことをしらずに春子は3 あらあらしく帰って米ました。 rおかおさ
やきい

ん，お野菜よ。もれあそびに行っていいでしょう。 l之，いうが早いか

春子は野菜を台所になげ出しました。

なぜ野菜をなげだしたのでしょう

1. きらいなお客機だった 2 野菜がおもかった

3.いやなおっかいだった 4. とおいおっかいずさった

5. ものをそまつにする子だから

みせも@

9 あるとき， ロンド yの町に，もうじ申うの見世物がかかりました。入場料
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は，お金でも，犬でもs ねこでもいいということになっていました。六ゃ

ねこは3 もうじゅうたちがたベるからです。お金をはらえないひとりの男

が3 どうかして自分もその見世物を見たいと患って3 道を歩いていました

すると道ばたにーびきの小犬がすてられていました。

その男はどうしたでしょう

1. ノj、犬をひろって，見世物を見にはいった

2. しらん顔して歩いていった

3.小犬をけとばした

4.ノj、犬を売って.そのお4訟で見世物なみた

5.小犬でなくてお金だったらなあと考えた

10 王さまがとてもかわいがっているーわのタカがいました。豆さまは，すこ

しくらいのことで，タカをしかったことはありませんでした。

ある日，玉さまは，森にうさぎをとりに行きました。タカは，いつものよ

うにえものをつかまえました。そのうちに王さまは3 のどがかわいてきま

した。きれいな水がたらたらと落ちているととろが見つかったので，主さ

まは3 ちゃわんをもってきてp そのしずくをうけました。やっと水がちゃ

わんにいっぱいになりました。玉さまが3 口もとにもって行こうとしたと

き，念にタカが豆さまの手の上で、はばたいたのでs ちゃわの7.1<がこぼれて

しまいまLtこ。

王さまはどうしたでし主う

1. ttカをしかりつけた 2.タカにちゃわんをなげつけた

3. おこってタカをころしてしまった 4.森にはいってしまった

5.またちゃわんにオくを?とめはじめた

11 かりに3 五十円でーさつのざっしができるとします。ふろくをつけなけれ

ば3 この五十円がそのままざっしの中味のためにつかわれるわけです。と

ころがふろくをつけるとすると3 その費用がいくらかいるわけで・す。かり

に，それを五月とすれば，ざっしの中味には四十Ji.円しか使えないことに
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なります。五 1-円をそのまま使って作ったものと，四十五円しか使えなか

ったものとでは3 そのできあがりにおいて3 どちらがりっぱであるかとい

うことは3 いうまでもありません。

この支はどういうことをいっていますか

1. ふろくの多いほどよい

2.ふろくはつけた方がよい

3.ふろくをつけなければ，ざっしのモきあがりがよい

4.ふろくがないと，できあがりが，よいかわるいか，わからない

5.ふろくをつけてもむだである

12 自分だけで，ほんとうのことを書いたつもりでいてもp それが読む人に正

しく受けとられなければ3 なんにもならないものです。

自分の作文を読んでくれる先生や，お家の人やp 友だちによくわかーっても

らえるように害くのです。ところが，それだけではまだたりないのでーす。

同じ土地に住んで3 同じようなことを見聞きしている人たちにだけわかっ

たので、は3 いけないので、す。

ことばのちがう北海道の人にもI jL州の友だちにも，よくわかるように書

きゐらわさなければ，みんなに通じ合わないのです。

よい文とは

1. よその土地の人が読むとわかる文 2.友だちによくわかる文

3. 向分のほんとうのこ正を哲いた文 4. i忙の中のずされにでも通じる文

5.読む人が感心するよろな文

13 大会の中でJ 最も人気のあるのは3 マラ Yン競走でした。会場がギリシャ

なので，且物人の多くはギリシャ人でした。

之ころが， どれーっとして強いのはなしみんな外岡の選手に負けてしま

うのでP がっかりしていました3 ちょうどその日の競技も終ろうとしてい

たころです。マラソンの選手が帰ってくるというので，見物人たちは3 ど

この国の選手が一番かと p だんだんざわがしくなってきました。ギリシャ
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人たちは，どうせアメリカだろうなどといっていたのですカらどうでしょ

う。先頭をきって走って来るのは，ギリシャの選手ではありませんかι

ギリシャの見物人は

1.がっかりした 2. とびょがって喜んだ

3.またかとしらん顔をしていた 4.やっぱりつまらないと思った
むうえん

5.負けても王立後まで走れと!芯援した

14 毎日の新聞を見てごらんなさい。あなたは必ずたくさんの広告が出ている

ことに気がつくでしょ う。そのたくさんの広告の中で3 何と何の広告がと

くに自につくでし孟うか。広告は3 ただやたらに紙面を大きくとればよい

というものではありません。

同じ大きさの紙面を使っていても，すぐ人の固につくものと， うっかり見

のがしてしまうものとがあります。見のがされては何にもなりません。た

とえ紙面は大き〈なくとも，人の注意をひけば，広告の役目はいちおうお

わったわけです。

よい広告とは

1. すぐ人の闘につくもの 2.大きな紙聞を使ったもの

3. あまり大きな紙面を使わないもの 4.毎日の新聞に山ているもの

5. rセ1ましてみるとよくわかるもの

15 生きものをかわいがるということは，いのちをとうとぶことです。私たち

はだれでも自分のいのちをたいせつにします。けれども，自分のいのちだ

けをたいせつにして，人のことはあまり考えない人も，たまにはゐるもの

です。ほんとうにいのちのたいせつさがはっきりわかれば，向分とおなじ

ように，どんな人のいのちもTこいせつであることがよくわかるはずです。

たとえば，こんな人を見たことはないでしょうか。

向分や，肉分のおとうさん，おかあさんp きょうだいなどは，とてもだい

じにするくせに，自分の家に働いている人たちには，とてもいばったり，

いじわるする人があるものです。
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乙の文のいみは

1.生きものにはいのちがあること

2. 自分のいのちをTこいせつにすること

3 おとうさん，おかあさんをだいじにすること

4. うちに働いている人に，いじわるしないこと

5. どんな人のいのちもすこいせつであること

16 秋はだんだんすずしくなって，夜が長くなるので3 むかしから股火親しむ

ぐとき候といわれて，静かに木を読むのにふさわしい時です。みなさんはど

んな本がすきですか。一人一人の顔がちがうように，本にもすききらいが

あり，ちがっていることでしょう。

どういう種類のものでも，よい本を選んでよく読み3 よく考えたならば，

心を養い3 知識をひろめ2 深めることになります。

野球や映画とは別な読書の喜びゃ楽しみを味わうこ主ができるでしょう。

この文のいみは

1. ili'i者は野球や映凶lよりねうちがある

2.人によって好きな木がちがう

3.本をよく読み.よく考えよう

4.本Yこはいろいろな種類がらる

5.すrかしの人は静かにみ;右富市んだもの泥

17わいわいさわいで、る教室の中へ 「お待ちどおさま。」 と，いいながら，ク

ラス委員の秋山君主先生がはいって来た。秋山若も先生も3 いいあわせた

ように指の先を黒くしている。「じゃ，文集十一月号を配りますから。Jと

革大山君・がいう後をうけて)rもらったものは帰ってよろしい。」と，先生が

いわれた。ワアッと歓声があがった。秋山君の渡す動作がじれったいほど

のろまに見えた。文集をもらうじすぐ読んだ。

秋山君の動作がのろまに見えたのは

1.早く文集を読みたいから 2. 早く帰りたいから
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3.秋山若はいつものろまずさから 4.ぽくならもっと早く現れると患ったから

5. ていねいにわたしているから

18 女王‘さまがお森をもてなすためにえん会をlおきましたのお客は女王.さまの

古tでごちそうをいただいて3 たいへん固くなっていました。

最後にくだものがでました。給仕入は， くだものを出すと き3 フイシガー

ポ~ }レに7.1<を入れてもって米ました。これは， くだものをたべたとき，よ

ごれた手をあらうためのものです。ところがお客は，よほど間くなってい

たらしく，そのフィンガーポーJレの水をのんでしまいました。女三F‘さまは

そのようすをだまって見ていましたが3 円分もしらん阪をしてブインガF

ボールの水を飲んでしまいました。

女'_:f.さまがプインカ，~ポールの7kをのんだのは

1.のどがかわいていた 2.のむ水だということが十、かった

3. ろっかりしていた 4.お客のまねをした

5 お客にはじをかかせたくないと思った

19 一匹のへびを，もう一匹の黒へ・びが追いかけているのを見かけました。ア

ピードはらくだからおり，黒へびを殺して追いかけられたへび会助けてや

りました。

それから，シリプに行って用をすませ2 アラピヤに煽る途中p とあるさば

くの中で眠ってしまい3 日がさめるとらくだがいません。

いつか夜のやみにつつまれ，とほうにくれていますと3 とつぜんだれかが

芦をかけました。

とほうにくれたわけは

1. らくだからおりてよ県へぴを殺したから

2. さば〈の中tE.から

3. さばくの中にねむってしまったから

4.夜のさばくにら〈ずさがL、なくなったから

5.だれかがF誌をかけたから
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2U rや;t¥，、，てんぼう。てんぼうの清作。」清作は3 いつも友だちにJそう

からかわれるのでした。てんぼう 3 つまり指のひらかない俸のような手だ

というのです。消作は3 そういわれても3 じっとがまんをしてJ うつむい

ていました。なみだをにじませてs 帰ってくる消作を見てs そのたびにs

「ああp すまない。あんな手にしてしまったのもs みんなわたしのゆだん

から。」と2 荷作の母は，乎を自にやるのでした。

清作の母の泣いたのは

1.消作が友だちに 「てんぼう.Jとからかわれるから

2. 治作の指ヵ:唱。、た~...，で，ひらかなかったから

::l.消作がじっとがまんしてうつむいていたから

4. 持者作がなみだを。ニじませて帰って~Eるから

5.わたしのゆだんからi:作をかたわにしたと思う b、ら
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新潟県立教育研究所編

⑪ 
許 中学校文章読解力検査

一一 中学校 1.2.3年用一一

注意

1.いつも先生のレう通句にして下さ

L、。

2.i開けJといわないのに，開いて

はいけさせん。

3. i始め..Jといってから「やめJ

とし、うまで，正路に， しかもでき

るだけ，速くやりなさい。

4.問題は，番号の順にしなさい。し

かし，むずかしいのは残して進み

時間があったらあとでしなさい。

5.まちがっても，けしゴムは使わな

ぃ'C，えんびつで×をつ付てなお

しなさL、。

6. rやめJ と.いったら，とち抽ろ

でもやめなさい。

練習

白地に赤い十字会えがL、たI築地'.病

院や町通りにひるがえっているのを

よく見かけることがゐりましよう。

この旗は，博愛と.人道と，平和主

をあらわすものであって，戦場でも

この肢をかかげている所~(は， とら

げきを加えることはできません。

この旗は 1.赤十字の旗

2.日の丸の旗

3.田辺の族

4.万 国旗

5.外国の旗

第一部速 読

l 頭を打ったボールはs さほど強くなかったとみえて，とも子さんはしばら

く冷やして休養していたら，もとどおりになったがs 遊び時聞はs お正に

注意しなくてはならない。
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とも子さんは

1.勉強の1時間にまりなげをした 2. ポ-/レをぶつけられた

3.ボールを人にぶつけた 4. ボールを打った

5.頭をなぐられた

L'ド雪

2 八月半ばのことでした。プラァトフ正ームのいすの上に，ご匹のまだ自の

あかないあわれなねこが=ャアzャプと悲しそうにはいずりまわりながら

ときどきよろけては，小さい足でよちよちしていました。

こねこは

1.ニJ7qとも生まれたばかり 2.おやねこ

3.一匹はおやねこ，一匹は子ねこ 4. 目だけはもうあいている

5. -J7gは歩くことができる

みず かげん

3 まず炭をおこす。炭がおぎるまでの聞に?咋夜といでおいた米の水加減を

する。この水加減がたいへんむずかしいのだ。この加減一つで，ご飯がじ

且うずにたけたり，へたになったりする。

この人は

1.みそしるをつくっている 2. 炭をはこんでいる

3. ご飯をたL、ている 4.ベんとうのおかずをつくっている

5.米をとい寸きいる

4 人形をつかってやる芝居ーには3 直接手にもって動かす「乎づかい式Jと

「糸あやつり式」の二つがあり，日本にも卒くかららりました。そしても
ちょ弓ぜ ん

とをたずねる之，中央アジア方面から3 中固と朝鮮を通って伝わってき

たのです。

人形芝居のもとは

1. 中央アグヤ方面 2. 日本 3.朝鮮 4.中国 5. ヨーロツパ

5 畑は広かったが3 りんごp かき， すももなどが， あちこちに作ってあっ

fこ。ことに，あんずの木が多かったc わか葉のかげに，よくうれた美しい

だいだい色とくれないをまぜたあんずが，換もれの光にやわらかく ，おい
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しそうにかがやいていた。

やわらかく.1o¥'、しそろなのは

1. りんご 2. かき 3.すもも 4. あんず 5.わか薬

6 ぼくたちはおじさんのうちのまどから，ぶるぶるふるえながら，同分の家

の焼けるのを見て夜を明かした。おじさんが，びっしょりぬれてJ どろだ

らけになって帰っ ‘て来た。 そして， 1"家は焼けたが， はなれだけは残う

た。おとうさんも2 おかあさんも，みんなけがはなかった。」 といった。

続けたのは

1.おじさんの家 2.ぼくの家 3.はなれ 4.近所の家 5.速くの家

7 長いかげを地にひいて， かれはだまりこくって歩いた。着物はうすかっ

た。西風が吹いてくる。ヨ長い風だ。草原の道が国道に続くところまできた

ころには，日がくれてしまった。物のかたちがまるみを帯びず?と，かたい

ままで黒ずんでいく。こちんとした晩秋の夜がきた。

こらんとした晩駄の夜を，彼は

1.あたたかい夜だと感じた 2.うれしい夜だと感じた

3.さわがしい夜だと感じた 4.主主くてさびしい夜だと感じた

5. 明か~い夜tf.è.感じた

ひょう

8 ぼくは，夏休みに，ちょうの標本を作りたいと思ってg いっしょうけんめ
さ‘し拘も

い採集した。ある日z ヵシナの花の上でクロアゲハをとった。つづいてし

....ーやくやくの花にとまったキアゲハを網ですくった。こんどは，にらの花の

ところで，イデモンジセセ Uが見つかった。はせ.の木の下で3 ニオオミズア

;tヵーをとった己

カ〉ノナの花の上でとったのは

1.キアゲハ 2. !Jロアゲハ 3.イチモyジセセリ

4.オオミ 7:アオガ 5.モジシロチョウ

9 自分はある日，朝早く }II岸に出た。すんだ川の流れは岩にぶつかり 3 あわ

をたててながれている。その岸の表の上に自分は立った。自分ii，顔宣洗
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い， うがL、をした。

川lの7.Kは

]_きたなくて，流れがはやい 2. にごっ℃いるが，流れは早くない

3.すんでいて流れがはやい 4.すんでいるが.疏れは年くない

5.すんでいて深い

おうえん

10 応援団のなかから，応援歌がながれてきた。私はいっしょうけんめいに戦

った。問中さんのみごとなタッチでまた一点。 rM校二十一対A校十一。J

fM校の勝。Jrわあー。」と，らがる歓声をききながら3 私たち選手も手

をとりあって喜んだ。

手ムv:l:.

1. M校の選手 2. M校の応援団 3. A校の応援同

4. A校の選手 5.試合の見物人

11 ェ Fモンドがp その妹といっしょに，いすのー|二に立ちあがって，ハンカチ

をふっています。チェ y~はポクツトをさがしてみましたがp 前の日に学
..み，“〈ろ

校の小使さんからもらった3 ボンボンの入った紙袋しかみつかりません。

そこで紙袋をふりました3

紙袋ギヒふったのは

1. エドモy 1-"' 2.チ'"¥) - 3. :r:.!-，"そユ/ドの妹

4.小使さん 5. チェ¥)-の妹

12 ちょうはどんなところにいるのだろうか。学校の花だんには，松葉ぼたん

や，ほうせん花が咲いているが，少しも飛んで来ない。飛んでくるのかも

知れないが，見たことがない。ぼくの家にだって〉カンナの花が咲いてい

るし，百日草だって，とてもきれいだ。それなのに，ぼくの家の花にも飛

んで‘来ない。

字唆の花だんに咲いているのは

1.ほうせん花とカ yナの花 2目松葉ぼたんと百日草

3.松奨ぼたんとほうぜん花 4. カユ/ナの花と百日草

5.ほろせん花としゃくやくの花



りゅ少すいそ

13 卵を十三日めに破った。理科室じ抽うが硫化水素のにおいで3 いっぱいに
品、 lよい

なり 3 笑験をしていた下級生からもんくをいわれた。腐敗してから何日も
"C!う

たったためか，全体が草色をした〉どろどろ状で，脂肪もなにもわからな

かっTこ。

この卵は

1.ますZ腐敗していない 2.腐敗だけはわかった

3.けさ腐敗したばかりだ 4.すっかり腐敗している

5. 玄もなく腐敗しよう eL.ている

14 ノーベル氏はとてもやさしし父母に忠実な人でした。毎日いそがしい日
たんじよき11

を送っていても，母の誕生日にはわざわざ帰って来てそのお祝いをするの

を楽しみにしていたそうです。また世の中に図っている人が為れば，自分

の収入をすべて与えこるともありました。

ζの文は

1. /戸ペノレ氏の父母のこと 2. /-ペノレ氏のいそがしかったこと

3. ノーペノレ氏のやさしかったこと 4-. -1止の巾の図っている入のこと

5. ノーペノレ氏の収入のこと

15 rかめさんは，のろのろ歩いて，とうてい， うさぎさんの敵ではありませ

ん口J という話なら， rさあ，かめさんはどうしたでしょうね。かめさん

は， よちよちのろのろでかけました。 うさぎさんにはとても勝てません

ね。」 とい うように言ったら，生き生き「してくるし，聞き手にもよくわか

る。

ζ の文でいっていることは

1.話のしかた 2.人形芝居のっくりかた 3.紙芝居のっくりかた

4. i昔話のききかた 5.主主語のよ?-_!Iサこ

16 あの静かな子供の日の遊びを心からなつかしく思う。そのうちでも楽しい

のは夕方の遊びであった。こ主に互のはじめなど，あかあか主タばえの雲 ・

になごりをとどめて暮れてゆくのを見ながら，もうじき帰らなければと思
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えば2 残りおしくな 7 て子どもたちはいっそう遊びにふける。

との文でL、ぃ7よいこ とは

1.豆の夕方の空 2.互のはじめの長色

3.子どものとろの遊びの思い出 4. タばえの雲

5.子どものわわいらしさ

。。
17 っちの音が静かな村里?こ轡きわたる。稲出にはつよい日光がぎらぎらとさ

して， t..こんぼは暑さに眠っているように見える。そこへ，らお屋がひとり

来て，おけ屋のそばへ荷会おろす。古い洋服に3 腰から下はももひき，き

やはんで3 わらじをはいている。

この交の季節は

1.島幸yi 2. 晩春 3.初J冬 4.早春 5.秋

18 劇の脚本は， ["うた」からはじまったようです。 ["うた」を作るのはもち

ろん詩人たちです。すると詩人が詩をうたいはじめ，それにだんだん劇的

構成がもりこまれてき-て「劇詩」となり，さらに今日でいわれる劇脚本と

なったものではないでしょうか。との説には， たしかな根拠もあるので

す。

「この説」というのは

1.詩人のできるまで 2.劇尉の予きるまで 3 詩のできるまで

4. rちた」のできるまで 5.劇脚本のできるまで

し勾>. 

19 林はひっそりと静まり返っていた。釈迦ひとり何か考えながらs静かに林
もくれん

の中を歩いていた。目立Eは釈迦をさがしに来て見つけた。日蓮は心配にた

えかねていた。

考えながら歩いていたのは
..，オ1ん しゃ~.

1. ~主主 2.ひとりの人 3 釈迦 4.心開している人 5.きこり

20学校からならんで，すもう揚へ行った。先生の注意があって始まった。ぼ

くはさいしょ松永君と組んで勝った。ついに四人のこって準決勝だ。残っ

たのは3 森木震と川辺君，ぼくと昌義ちゃんだ。森ヰ君と川辺君はs 川辺
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震が勝った。ぼくは昌義ちゃんと土ひょうの上でにらみあった。そして昌

義ちゃんのパ:yfをもっておし出した。さあ3 いよいよ決勝記。

決勝戦は

1松永君と)11辺君 2. }II辺君とぼく 3.森本君と昌義ちゃん

4.昌義ちゃん主川辺沼 5.ぼくと絵永主主

い(Iニち

21 から庫、が幾日も吹きぬいたあけ'く I.~J 雲が青空をかきみだしはじめた。

みぞれと日の苅とが追いつ追われっして3 やがてどこからともなく雪がふ

るようになった。

雪が降ったのは

1. から風のやまないうち 2.震とみぞれが空をかぎみだした後

3.から風がみぞれと共にやってきた後

1.雲と 日光が追いつ追われつした後

5.みぞれと日光が追いつ.追われつした後

:<いかわ

22 この小さないなかJIlIの中を流れる犀川はかなり大きな川です。その)11~;こz
てつ....tl

古風な鉄橋がかかっています。橋のたもとには，丸屋根のあるむかし風

な νンガの洋館，そして乎前にはかわらぶきの3 なんとなく暗い気分のす

る，いくむねかのむかしながらの家がたっています。

この町は

1. )11のある大きな町 2.むかし風な町 3.ごちゃごちゃした町

4.νγガ慾の洋鎗の多い町 5.鉄橋の多い町

23 雑誌 fAjの評判がすばらしくよい。ことにはl野の「顔」の評判がいい。
おれ

俺はなるべく新聞の文芸欄は見まいとした。 fAjが評判されるのがしゃ

くだからである。が，なんとなく ， iAjの評判が気になってしかたがな
<>(じよう

い。俺は白状するが， もう三 日ばかり続けて図書館に通った。 fAjの

評判を読むためである。

作昂「顔jは

1.雑誌 rAJにのっている 2.山野の作品ではない

3.評判がわるい 4.新聞の文芸備には怒ufーがある
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5.雑誌 iAJにはのっていない

24 ぼたんはまだ満聞とは言えなかったが2 かえって見ごろであった。十株ほ

~'" 
ど手入れがよくいっていて3 美を競っていた。思いきって大きな花を咲か

せる。色とりどりでs 一重あり 3 八重あり 2 もっと複雑なのがある。

ぼたんの花は .

1.つぼみの頃が見ごろである 2.大きな花もらり，小さな花もある

3 _.重か，八重が美しい 4.満開のときが一番見ごろである

5.満開の近くが見ごろである

25 どこの子どもも一種の税者だ。わたしという見物人がそこに立ってながめ

ていると，かれらはいっそう調子づいた。これみよがしに3 あぶない石垣

の上に登るのもあれば「けがしるぞ。」 と3 下にいて呼ぶのもある。その

中で，からだの小さな子どもに3 いくつになるかと聞いてみた。 rおら，

五つ。」之，その子どもが答えた。

わたしは

1.調子づいている 2.遊んでL、る子どもの一人中島る

3.ながめている 4.石がきの上へのぼった

5.五つになる子どもである

けん白 雪ろく

26 ほんとうに賢、冶が歌らしい歌を作りはじめ3 ノート に記録しはじめたの

は明、冶凶十四年，盛岡中学三年生3 十六才の時からで、ある。そして，この

時の作品は， r行」をわけて三行に書いてあるのである。 この明治四十四.

年-)3からはじまった作歌は，以後大E九年まで熱心に続けられた。

宮沢賢治は

1.歌を大正九年から作った 2.明治四十四年に作歌をやめた

3.歌を十六才の|時はじめて作った 4.歌らしい歌を作ったのは 1-六才のーとき

5.欲は十六才まで全く作れなかった

-'1"('を〈

27 4初どとは約束から始まる。俳句は，季題をもりこんだ十七字の詩形をとっ

ている。俳何の季題を無視した短詩形はいくらでも作ることができる。の

みならず3 それはりっぱな詩でも為り得る。しかし，それはもうけっして

一109-



俳何ではなし、。

この女の要点は

1.十七字の詩王手はみなすぐれている

2.季題をもてば俳句といえる

3.俳句の約束を守らぬものは俳句でない

4.十七字の詩形をもっていれば俳句でおる

5.俳句はりっぱな詩である

't{J!( 

28 ぼくは2 せみの顔の素朴さがすきである。せみの顔はまぬけていて非常に

かなしげだ。悲しみがこおりついて闘まムカプ トのように鉄と鍋とチョ

コレート色にぬられている。いなかにひゃくしょうさんがいるように，樹

木にせみがいて3 それがみな善良そうな顔つきをしている。

1.せみの顔つきは，善良そろil.

2.せみの顔はチヨコレート色だ

3.せみはまぬけた顔つきをしてへんだ

4.ぼくはせみの顔を凡ていると悲しくなる

5.ひめく Lょうさんをみると，せみを思い出す

29 文学者の仕事は一時的の効果さえ:上げればいいという仕事ではない。何年

たっても2 何度よんでも，ますます感心しないではいられないようなもの

を普:くことが必要なのである。だから文学者の苦心は，会精神をこめて3

作品をつくることなのだ。自分の人格を全部たたきこんだ作品をつくるこ

とが必要なのだ。

との文は

1.文学についての定義を怨いている

2. r文学者は， 一時的な効果をあげよ。Jと告いている

3.文学者の人絡について智いてある

4.文学者の仕事について書いてある

5.文学者のなりたちについてのべている

じよ3句 1かせん

30 ij麦かい水蒸気が大地からのぼって2 その中に水仙の寅色いイとがあざやかに
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f 

。
浮かび上がって見える。えん先の陽の光を浴びながら 3 この噴になるとs

私は向分の半生に経験したさまざまな司与を思い出す。幼年の頃3 少年の
舎お〈

頃3 青年時代のこと y この数年のとと p そういう時分に記憶にとどまって

いる春の姿を比較するともなしに回想するのである。

この文の作者は

1.少年 2.音寺f 3.幼年 4.学生 5.壮年か老人

第二部大 意

l けさおきてみると，夜なかからふりだした雪のために3 道も屋根もすっか

り雪におおわれた。庭の石どうろうも 2 冬がこいをした木も，雪の下だ。

この文で¥，，¥，、たいことは

1.舎のう雪がふったこと

3.道が雪でおおわれたこと

5.冬がこいをした木のこと

2. けさは雪がつもったとと

4. 庭の石どうろうのとと

2 あつい夏に，えびがにをかいました。かにやiめだかは3 とっくに死にま

したが，えびがにだけは，まだ生きています。けれども夏の頃のような元

気はありません。命、つもまるくなっています0・来年の夏まで生かしておき

たいと思って3 ときどきえさをやりますが3 たべたようすは見えません。

冬はねてばかりいるのでしょうか。

との文ii.

1.かにをかったこと 2. めずZかをかったこと

3.えびがにをかったこと 4.妄の遊びのこと

5. えさのこと

3 南極地方で一番有名な生物は，ペシギγで‘す。もっともペンギンは3 市極

大陸だけでなく 3 南アフリカ 3 南アメりカ，南オーストラリヤ，エュ戸ジ

ランドなどの南端にも住んでいます。南極が長い夜に入ると，その半年の

間2 ペンギンは雪の聞にうずもれて眠ります。また3 ペンギンが卯を産む
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時は，なかなかたいへんです。

この短かい文に・ faをつけるとすれば

1.冬ども句 2.南極の夜 3. 11そ界の爾の国々

4.ペゾギ::/の話 5.南極大陸

4 おじいさんは，せかせかとらるきました。そしてばかげて速いたんぽ道を

はげしくののしりました。ほんとにおじいさんは，何年もかよい続けたま首

を3 こんなに遠いと思ったのは，生まれてはじめてでした。

おじいさんは

1.遣にまよった 2. 周んぼモ，草をとっている

3. けんかをしている 4.のんびりと歩いている

5.いそいで歩いている

5 日本で一番古い履史の本として3 あなた方もよく知っている t 台義主ゃ白
tまんしJ:.. 

本書紀は，八世紀のころになってνむかしからのいいったえや，宮中をは

じめ勢力のあった家家で苦かれた記録などを，まとめて盤還してで・きたも

のです。なかには，中置の本にある記事が2 そのまま日本にあったことと

して引いてあるとkもあるそ うです。

この文は

1.古事記や日本書紀の説明 2.いいったえや記録Ittt.いじだというと と

3. 日本は王甘い国であるこ と 4.古い歴史は，あてにならないということ

5.中国の雌史の木の鋭姐

6 この許物は大音業家ベー トーベンの生いたちから死ぬまでの苦しみと3 喜

ぴを暫いたものである。小学生にもわかるやさしい会新の多い文草で，主

主まりよく書いてある。ぺF ト{ペンの音楽への情熱についてもう少し普

いたらとも思えるが3 こども向きの嘗物としてよくできている。

この文は，判について習いたものか

1.ペートーペyの諮いた本についての解説

2.ペートーペνの体さについての説明

3.ペートーベγの事を鰐いた.，j.:の批評
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4. ~-ト戸ペユ〆をえがいた絵についての批評

5. ぺF ト【ぺγの常楽への情熱についての説明

7 うまおいは毎夜3 かれのランプを訪問した。かれははじめ，この虫がどう

してラ γ フ"の光をしたって来るのか，そのかさをぐるぐるとまわるのかわ

からなかった。しかし3 みているうちにすぐわかった。それはけっしてそ

の虫のこのみや， ものずきカか為らで

にたカか渇つている3 さらに小さいほかの虫をくうためで‘あったう

うまおい虫は

1.光をしたってラνプを訪問した

2.小さい虫を食ちたゐにラユノプを訪問した

3. e"うしてラγプのまわりをま幸コるのかわからない

4.虫のこのみでラエ/プのかさをまわった

5.朗かるい光がすきでラヅプを訪問した

8 リピンクeストンは，二十六才の時3 南アフリカにわたりましたが，そのこ

ろのアフリカは， まだ聞けていなかったので，土人たちは3 悪い人のた

め)どれいとして，ひどい円にあっていましたo 1)ピングストンはこれを

見て，キ リストの教えをひろめて，土人たちをすくわねばならないと思い.

ましたe

これは

1. リピジグス トジの話 2.土人の話 3. 惑い人の話

4. どれいの話 5.キPストの話

9 rわれはp もう帰んな。おれたちは3 きょうは向こうどまりだから。Jrあ
んまり帰りがおそくなると，われの家でも心配するずら。」 良平は一瞬あ

っけにとられた。もうかれこれ暗くなること。去年の幕3 母と岩村までき

たがp きょうの道はそのさ3 四倍あること。それを今からたったプ人歩い

て帰らなければならないこと。 一一そういうことが，一時にわかったので

ある。良平はほとんど泣きそうになった。が，泣いてもしかたがないと思

った。泣いている場合ではないk思った。かれは若い土工に，とってつけ
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たようなおじぎをすると，どんどん線路づたいに走り出した。

この文の主人公である良平は

1.土工といっしょに帰った

2.土工にしかられた

3.走り始めたのは兵昼時でおる

4，潟村までの道の三，四{きも帰らねばならぬ

5.一入で帰れなくて泣いている

10 へJレマンーヘッセはs 一八七七年ー生まれだから，いわば老大家で為る。

が，彼の態度のどこにも2 老大家などといっ たむずかしい感じを与えるも

のはなかった。翌R昼食‘をよばれたとき3 彼は私がDlJから買って来たもの

を議22のまま出すのに， なんのこだわりも感じなかった。受け取ったヘ

ッセも，子どものように紙袋の中をのぞきこんもにこにこ笑いながら3

「ありがとう。」 と3 私の手をにぎるので為った。私は多年作品を通じて

親 しんできた彼のそぼくさに直接ふれて3 限りないなつかしさを感じた。

この文の要点は

1. へフセは文E誌で~るといちこと

2.へッセはむずかしい人であるということ

3.へツセの作品のこと

4.ヘフセと昼食をkもにしたkいちこと

5.ヘッセにそぼくさがあってなつかしかったといちこと

t玄，..ん らん炉い

11 木に傍椋を引き，あるいは欄外に書入れをするというこ主も，読んだもの

を心に留めさせる方法である。これをきらう人もあるが私はそれをするほ

うて'ある。後になって取り出してみると 3 まったく忘れてしまっているこ

ともらるしz また3 さまざまの事を思いだすこともあるが3 いずれにして

も3 読書の感興はこれによって幾倍にか深められる。種えの感想や批評の

書き入れてあるのを見るじまったくわがものにした本だという感じがす
ぞうせ曾

る。欄外の脅入れのおもしろいのは，夏目散石のそれである。

「耳目激石のそれである」のそれというのは
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1.激石の書物 2.副主石の脅物へのv?入れ 9. '激石の感想 、
4. 調主主ゴの創作 b. 副主4ゴの人生観

と*しい

12 人形の古いものには「はにわ」といって3 死んだ人の魂をなぐさめるた

めに， いっしょにうずめたものがあり 3 また一千年ほど前の平安時代に

は，人形を赤んぼうのそばにねせておくと，喜んでながめるばかりでな

し悪い病気にかからないとされていました。つまり 3 もとはおもちゃよ

り，守り神様としてたいせつにされていたので、した。それがだんだんかわ

いいおもち阜の人形やおひなさまになったのです。

この文の要点は

J.平安時代の人形のこと 2. おひなさまのこと

3.人形のはじまりについて 4.はにわのこと

5.人形のたいせつなこと

13 食べ物をたくわえるという知識は3 食料としてありの卯をさがしているう

ちに，ありの習性から学びとったのではなかろうか。モズが木の小枝L
~ ひも@

カエルやトカゲを刺して作ったモズのイクヨアは，魚の乾物を作り出すヒ
しゅbょう

ントを与えたに違いない。人聞の照史で3 狩猟時代の人聞が，食べ物を

くさらせずにたくわえる乎段と して，最初に考えついたのは益議であると

いう。 これも3 おそらし自然にできたものを，お手本にしたのだろう。

この文の要点は
ひも@ ちょぞう

1.乾物の作り方 2.食物の貯蔵 3.人間の食生活

4. 臼然主食料
えんぞう

5.境政のの歴史

14 コスモスとL、う花は，一度植えると 3 それから後数年間は，毎年ひとりで

生えてくる。ことしも三回木出た。私の背たけ程のびたが3 いっこうにま

だ花が出そうにもない。けさ行ってみると，枝の尖端に 「あり」が二三び

きずっ付いていて3 何かしら仕事をしている。よく見るとなんだか，つぼ

みらしいものが少し見えるようである。ロスモスの高さはア日の身長の数

百倍である。人間に対する数千尺にあたるわけである。どうしてありがこ

の高い茎の頂上につぼみのできたことをかぎつけるかが不思議で、ある。
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作者のいいたいこ、とl士

1. コスそスについて 2. アPにつL、て

3. 79の不思議な本自自について 4. 寸スそスの茎の高さについて

5. コスモスとアリの関係について

15 視覚がなくては物が見えないように3 たとえば美の感覚がなければ美しさ

は感得できません。 どんな芸術品でも美の感学のないものにとっては3

一個の物品にすぎまぜん。芸術品を代価の高いゆえにのみ尊重している人

は3 ただの物品を尊重しているわけであります。道徳に関しても同様であ

って3 道徳J感覚が低放であれば道徳はわかりません。そういう人にはけっ

して高貴な心情ーというものは会得できません。

この文の要点は

1.視覚がなくては物は見えない 2.代価の高い芸術品でないと価値はない

3.一個の物品は芸術品である 4.物品を尊重することはつまらないことだ

5.美の感覚や道徳感覚が大切である

ほしよう

16 芭蕉は考えたのである。 自分は最小限度のつつま しい生活をして2 足るこ
わ

とを安nる。これは伶びの生活である。昔のすぐれた文学者は，たいてい、柁
"';智 さいずb の奇いん

びの生活をした。宗祇でも，西行でも，能因でもそうだ。 自分はこうし

た古人にならいたいと思う。かような古人に学ぶことによって3 古人が参

入失証したところ.の自然の精魂というものl'乙採り入れ，それを自分のこと

ばとして歌いたい。それが自分の文学の道でゐる。

芭蕉の考えた自分の文学の道というのは・

1 宗紙.flS行.能図の歌をそのま Lまねる

2.主主ノj、限度のつつましい生活をする

3. 自然にとけとみ自分のととばで作歌する

4.生慢をきびしく送る

5.古人を大いに批判してい〈

17 何を説、むべきか3 いかに読むぺきか。むろん，ぜひ良容を選んでそれを精

読しなければならぬ。それは本則之して誰も異論のないことであるが，そ

れと同時に私は，$tる程度までは多く読むということも，やはり必要であ
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ると思う。何が良市であるか，叉如何にして理解)Jと批判)Jとをもってこ

れを2必ずrかというに2 その良否を鑑別し，また読んだものを理解し3 批判

する力そのものは3 やはり読書:それ自身によって自然にこれを養うよりほ

かはない。即ち2 良普lま何かとJ それを苦労してその選択に手間とってい

るよりは，まず退いて説めというのが実際的な指示であろう。

この文でいいたいことは

1. ;:;t;:はくりかえし， くわしく読まなければならない

2.良杓ψ選んで絞め 3 多読は必要である

4.批判力は続自によって議われるものである

5. .G!:¥!}を納税壮よ

18 入閣は何でも知っている。専門専門でどれ程人聞が進んでいるか，その程

度はその専門以外の人聞にはとうていわからないくらいに進んでいる。と

ころが人間全体の幸福というととに対Lては，これまた驚くペく人聞は無

知である。だから人聞は全体的に少しも幸福にならず，ますます不幸にな
めつlr;

りそうな予感が多分にする。このままでは誠亡にまで，ことさら進みつつ

あるような絡がする。人類は人類のために知識の濁多を清算すべきだ。人

類の幸栢による要以上の知識は3 人類を不幸にするばかりである。

この文で，'¥，、いたいことは

1.人|日1はなんでも知っていること

2. 知~の過多は， 人聞を不幸にすること

3.人IIJIは無知であること

1.人Ilnは専門については進んでいること

5. 人Im~ょ不幸であること

19 かけすは，おうむにくらべると3 ずっと声にやわらか味があって美しい。

私はけっして教えないのであるが3 かけすのほうで3 ひとりでにおぼえる

のである。いったん覚えこんだらわすれぬらしい。家にはほかにひよどり

がー羽いるがa そのさけぶような声は，どちらがほんもののひよどりかわ

からないほどうまくまね声をする。

この文の要点は
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1.かけすはまね開がろまいこと

2.おうむはまね声がうまいこと

3.ひよどりはまね芦がう玄いこ主

4.おうむはかけずよりまね戸がうまいこと

5. かけすの声はやわらか味があって美しいとと

。に〈

20 ある皮肉なイギリス人が言ったことらしい。話はドイツのなかのことであ

る。二つの門がならんで立っていた。第一の門には「天国への入口」と書

いてあった。隣りのもうーづの門には「天国に関する講演会への入口」と

あった。ところがすべてのドイツ人がs最初の門をくぐろうとせずに，こ

の第二の門へと殺到したというのである。これはドイツ人の性格という

かs 物の考え方というか，それを風刺していることはいうまでもない。こ

の話によるとドイツ人比耕伺よりは1--1というこは

なるのである。

亡三三三=1にあてはまるのは

1.死を恐れている 2.天国に生きることにゐこがれている

3.天国に関する理屈の方がすきだ 4.死の叡怖を討論でま宮らわす

5.天国などは信じない

第三部細 部

l ベンは3 まもなく， ジョ戸ジ・プランウェルの学校に入学させられまし

た。読みかきのじようずなベンは2 どうも主主術は不得意で3 なかなかうま

くなり ませんでしたが3 いっしょうけんめい勉強しました。

ペユ〆は

1.読み書きも算術も得意ずさった

2.読み曾きは得意だがI jf.，術はへただった

3.読み穏きはへたずさが.;t手術は得Zまだった

4 読み脅きも'f/.術もともに不得意tc.った

5.読み脅きはへただが，勉強した
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2 当番が終って，カズ子さんやp サチ子さんとーしょに帰って来た。 r三人

主も同じ色のオ{パーを若ているわ。」 と2 うれしそうにサチ子さんがい

った。 rそうね，みんな赤ね。J e. J カズ子さんが2 私の-*"ーパーを見な

がら言った。私はハァとしたの私のオーパ{は少しみじかくて3 おふるl

だ。

私のオF バーの色は

1.赤い色をしている 2. カズ子さんやサチ子さんのとちがう

3.カズ子さんのとだけおなじい 4.サチ子さんのをtt.けおなじい

5.二人よりこい色をしている

3 正夫君は，まるい窓ガラスに顔をつけて3 おかあさんたちに向かつて，ぽ

うしをふりました。之なりにいるおとうさんもにこにこして3 ハンカチを

ふっています。き冊うに勢いよくプロペラカ2かいてんして3 だんだん見送

りの人たちのすがたが小さくなっていきます。おじさんも，姉さんもs も

う豆つぶのようです。

飛行機にのっているのは

1.正夫君だけ 2.正夫君とおとろさん

3.お主ちさんとおかあさん 4.おじさんe.姉さん

5.おとうさんだけ

4 むかしから，このポ νヴァの村では，たいへんみどとな，くじゃく石が之

れました。村の工場では，この石をこつこつけずって，いろいろなものを

こしらえていましたが，どれもこれもびっくりするほどすばらしい細工で

した。その頃この村にプロコ{ピイチが住んでいました。石の細工にかけ

ては村一番のうでまえで，だれもかなう人はありません。しかし，もうだ

いぶ年よりでした。

プロコーヒ.イチe.f主

1.ポレゲァ村でとれる石の名まえ 2 工場の名まえ

3.石細工のうまい老人 4.石細工を職業とする人人

5. くじゃく石でつくった細工もの
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5 きのう宗教学校から，かえってきたばかりのふたりのむすこは，やすむひ

まもなく，きょうはコサッタの本慌に入隊することになった。母親のなげ

きはかえりみずp 父のプー・リパは，王手くむすこたちをつれて，出発しよう

として，せきたてるのであった。

出発するのは

1.むすこと父親の三人 2. ふたりのわすこ泥け

3.母親と父l}!の二人 4.家族そろって・

5.むすこと母親の三人

6 おとうさんのいなかでは，どこの家でも板で尾根をふいて，風や雨を防ぐ

ために大きな石がならべられて屋根の上にのせてあります。なんとその石

をのせた板屋根は孔Iめ中のすまいらしいでし￡う。 rl!~こは大きな， ひのき

の林もありますから，その厚いひのきの皮を板のかわりにして，小屋の屋

根などをふくこともあります。雪がくればそういうお家の屋根もうまって

しまい，畑も白くなり 3 竹やぶもねたようになって回しまいます。すずめだ

けが元気に雪といっし&におどって歩きます。

山の中のすまいらしいものは

1.小屋の屋狼 2.ひのきの林 3.すず診の元気なおどり

4.石をのせた板屋根 5.ねたよ ろな竹やぷ

7 ミツパチヤクマパチはするどい針をもっていて，どんな写十のかたい動物

でも攻撃するので，大変おそれられている。とくにクマパチの集団攻撃に

あったらこうらに身舎かくしたカメのほかは，たすかるものがないだろ

う。ところが3 このクマパブ安たぺる動物がいるからふしぎなものだ。そ

れはアフリカのラテルで・ある。ラテノレはアナグマの一種だが3 日本のアナ

グマより大きい。

グマパナをたべるものは

1.皮ふのか?ζい動物 2. カ メ 3. ア7 リカのラテノレ

4. 円本のアナグマ 5 針をもった動物

~ "'< 
8 ヘデインのしらぺたところによると，タクラマカンの砂誌は3 一年に五O
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メート Jレも東から西へすすむ。だからりっぱな都市がいつのまにか砂にう

ずまってしまったりする。タクヲマカンの砂漠は，デッケン ・デッカシと

もいいJ これは千ーのみやこともいう意味で，つまりそこにたくさんの都

がうずまっている之むかしは信じられていた。

デツケν・デツカシといろ意味は

1. りっぱな者Ie.いうこと 2.千ーのみやこといちとと

3.すすむ砂漠というとと 4.タ Fラマカ yの者11ということ

5 広い砂漠ということ

J込jt

9 ある日木の幹た見ると 3 ありに似た3 ありより大きい虫が3 ロの附近から

白いねばねばした液を出して3 木の~今につけていた0・見ていると，虫は木

の幹の皮のわれ呂へ入ってしまった。しばらくして，ありが三匹きて， 白

い液を見つけておのおのが口にくわえて持って行こうとした。その時一匹

のありは歩みがのろくなり ，ついに動かなくなった。

木の幹のわれ目へ入ったのは

1 三陸のあり 2. ろどかなくなった為りのほかのニ匹

3. ありに似た，ありより大きい虫 4.一匹のあり

5.白い液をくわえたあり

10 思想家として世界に有名な人物は，ぼくたちと，どこかちがったところが

ありますが，全然別の人間ではありません。そしてP ぼくたちは，なかな

か思想家にはなれないような気がしますが3 そんなことはありません。彼

等はみな真実を求めた人ですが，ぼくたちも真笑を求めることはもうすで

にやっていることでp その意味ではみんな思想家です。しかし莫笑に対す

る傍熱がどこまで燃えつづけるか，それが思想家じふつうの人間とのち

ーがいになってきます。

思想家2こふつろの人間とのちがいは

1.ほとんどちがいがない 2.世界的に有名であるかどうかにある

3 ふつうの人聞はなかなか思想家Vこなれないととにある

4. ~突を求めつづけるかどうかにある
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5.真実を求めるかe+ろかにある

11 非暴の死と聞いた時，おいは宮のために殺された旅人の死体ではあるまい

かと思って3 市九民r~l;t過去のおのれの悪業主r今さらのように思い起し ・身
かいとん

うちにわきとって来る悔恨の心に両足のすくむのをおぼえた。
ひと〈

「見れば死人のようじ平が，ところどころ皮肉の破れているのはどうした

わけじ字。」と，仏門に入り各地各所で世人のためにつくしてきながらも，

今なお，良心にせめられている市九郎は，おそるおそるたずねた。

市九郎はなぜおそるおぞるたずねたのか

1.仏門に為る身だから 2.知らない旅先で，はじめての人にきくのすZから

3.水死人が気味わるいから 4.水死人がかわいそう・でならないから

5.過去の自分の行いを悔いているから

12 I現代の日本に，世界に誇れるものがすくなくとも二つはある。一つは3

わが国のもつ， すぐれた古美術品で， もう一つはその自然の美しさだ。」

と，私はよく人に言う。さがしだしたら他にも世界に誇れるものが2 まだ

あるかもしれないが，ちょっと考え出せない。

「その自然の美しさすむの「そのJはなにをさすか

1.現代 2.わが国 3.古美術品

4.自然 5.世界に誇れるもの

13 カミキリムシには3 漢字だとてんぎ肋う(矢牛〉という字をあててある

が，うまい字をあてたものだと思う。飾くれ立った宙局ヵ1この虫で一番

目立った特長で、ある。これはちょうど牛だと角が目立つようなものだろ

う。牛といえばすぐだれでも角を思い出すが3 そのようにカミキリムγと

いうと 3 すぐあの角のようにじようぶな長い触角3 すなわち3 休の一倍半

から二倍半2 種類によってはからだの三倍もある触角を思い出す。そこで

牛という字をらて，空中を飛ぶ牛だから 「天牛」といったものだ。

カミキロムシの特長は

1. ~中を飛ぶこと

4目じようぶな角

2.天牛 3.触角

5. から泥がふし〈れずtっていること
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14 冬にとじこめられたマゼランの船休は，この悲しい入江に回か月， 五か月

t匹、治

とどまっていた。この恐しい孤独の墳においては時間の粍過はむなしし
るんい司

重重しく主主たるもので・あった。しかし安逸ぐらい人間を不満にするもの

はないζ とをよく知っていたマゼランは，最初から人夫たちに3 たえまな

い張りつめた仕事を与えた。

マゼラシが仕事を与えたのは

1. i1<夫の不満が生じないため 2.遊びを禁ずるため

3.航海が終りに近ずいたから 4， 7k夫の体力・会強くするた必

5.この入江に長くとどまるため

15 日本の国土は面積が似し完全なる食糧自給の望まれないことはやむなき

ところであるが，しかし食物生産の眼界を広げることはまだ余地がある。
1かいこん..いたく

砂を変じて金たらしめることは不可能でも，開墾開拓により p 農地の改

良3 農業技術の進歩等により，近い将来に一千数百万人分の食糧を増産す

ることは可能であるという。もちろんわが製造品を輸出して，国外から食

物を買う必要はますます緊要とt.r.り，その用意は少しも怠つてはならない

けれども，われわれがわれわれの子孫に，今より多くの食物を麗し得る土

地をのこすことは，これはできることであるし3 しなければならないこ と

である。

しなければならないことは

1.砂を変じて金たらし占うること 2.輸出を盛んにして食物を買うとと

3.食糧を増産すること 4.科学の研究により農業技術の進歩を図ること

5.子孫に今より多くの食物を産し得る土地をのとすこと

16 きのうの朝，わが家では子供のために赤の御飯を祝いま した。都会の生活

はとかくかがやく燈火のかげに夜ふかしをすることが多いが3 子供ばかり

は夜も早-くねp 朝も早く起きますから3 弟の方も 3 兄といっしょに早く床

をはなれました。兄は八才，弟は五才になります。お人よしの兄にくらべ

ると p 弟はなかなかきかない気でおもち宇でも同じものが二つなければ承

知 しないというふうです。
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都会の生活は

1.燈火がかがやいている 2.夜は早く絞る

3. とかく夜ふかしすることが多い 4. i訓は早く床をはなれる

5 子供は元気がよい

17 ピタゴラスの名は有名でゐる。いまから約二千五百年前の数学者である。

ギ y"'ンャ人はエジプトやパピロエヤなど古代東方の人たちとちがって，ほ

んとうの学問を愛した。ピタゴラスやュークりッ f:は，ピラミッドの建設

や上地の境を整理するなど3 生活上の必要から生まれていた実用の，続何

(きか〉という数の学聞を3 理くつのとおった学問へとかえた。ピタゴラ

ス2 ユ戸 クリッ r，ヒポクラテス， /;レキメデス，アポロニウス3 トレミ

~， パッフ・ス等は有名なギリシャの学者で;t;，る。

ピタプラスやユ~ !/ リ ッ ドは

け"せっ

1. ピラミァ ド械設したり，土地のさかいを整理した

2.幾何を理くつのま韮った学問にした

3.突用の幾何学をはじめた

4.エジプト，パピロニアの人でゐる

5 生活上の必要から学問を作った

18 茶の味は一口に言えば淡い。しかし玉露のようなものになるど淡いうちに

もなかなか芳烈なところがある。それをのんだ外国人たちが一晩限れなか

ったといって，日;zドの茶のつよいのに驚いていた。まったくわれわれでも

夕飯すぎなどに うヲかりつよい茶はのめない。

あの俳句などにしても3 ちょっとそ ういう味がありはしないだろうか。外

国の詩や漢詩などにくらべてもそれが思いあたる。

俳句は

1.淡いうちにも芳烈なところがある 2.外国人も感心している

3目外国の誌や漢詩よりすぐれている 4.淡いお茶の味がする

5 うっかり味わってはよさがわからない

19 海藻る御園の呆てまでも流れ歩き候末3 いかにしてもいま一皮ぜひにいま
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一度，東京に出で，みずから文学的巡動会極度まで前験せねば主決心して
はとttて

矢もたてもたまらず，義わねばならぬ家族党もl函館の友人に頼みおきて，

単身，緑の者j¥には入り候ものの，いろいろなる市の物音，珍らしければに

や3 頭の中をくすぐられるようになっかしく耳につきて，まだ物書く心地

にもならず向かくては飢えて死ぬベきを，などL思いかえしつつ，やはり

うつらうつらとたばこのみふかしおり供。

lとの石川啄木の手紙について，正しいのは

1.啄木はこの手紙を函館で鳴いている

2.啄木は緑の都を平〈去りたいと患っている

3.除.木は東京で文竿!の仕事に成功している

4.啄木は東京でこの手紙を日いている

5. W茨木はこの手紙の受取人に家族を頼んでいる

20 たくわえた野菜はっき，ねき七ばれいしょの類まで乏しくなれそうかと

いって新しい野蒸がとれるに聞があるという ころは，毎朝毎朝わかめの味

。合汁でも吸うよりほかに仕方のない時がある。春雨あがりの朝などに，軒

づたいに土壁をはう青い煙をながめると，よい陽気になってきたとは思う

が3 食物の乏しいのには閉口するo また治くさい凍どうふかと思うと，あ

の黄色いやつが墜につるされたのを見てもウンザリする。淡雪のあとの道

をびしょびしょ歩みながら) i草もちはいりませんか。 Jと，呼んで来る

女の声をききつけるのはうれしい。

女の声をきくとうれしいのは

1. よい陽気になって，その気分にふさわしL、から

2 新鮮なたべものが得られるから

3.もちが'te.いすきだから

4.新鮮な野菜がたべられるから

5. ひさしぶりで人の簡をきいたから

第四 部 推 理

l いつのまにか，まつくろな雲が);?;主いっぱいにひろがりました。風がさっ
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と吹くじ大つぶの雨が3 バラパラ降り出しました。おかあきんは3 いそ

いで雨戸をおしめになりました。ピカ Uと光りました。大きいかみなりが

ゴロゴロとなりました。わたくしはびっくりして3 おカか為あさんのそばへbか注

けよりました。しばらくしてサザ.アザアと， I Iト。
に二二二二コ|のTな£凶カ

1.かみな匂カが'.な句示ださしました 2.わTたこ〈しは大声で泣号号F主し7たこ

3.雨戸がゆれました 4.雨が降って来ました 5.雨戸をしめました

2春秋の遠足主か3 亙の登山主か，音楽会主か3 学校では四季おりおりのい
もよお

ろいろな催しものをもっている。 -1一月にはとくに催しものが多し私た

ちは楽しい気分にひたる。このなかでも私にとってもっとも楽しいものは

パザーである。そのパザ{がいよいよ近づいた。

との文につづいてなにが替かれるe_，w.ろか

1.遠足のこと 2.バザF のこと 3.登山のこと

4.音楽会のこと 5.十一月のこと

3 rピエーJレ，あれを。あっ，明かりをつけないで。 」そういわれて，t:: x 

- Jレも自をあげました。机においたうけ皿の上で，ぼーっと浮きあがって

見えるかすかな光。これこそ二人がねがいもとめていたラジュウムであっ

た。 rおお3 ラジュウムだ。ラジュウムだよ。J ピエ戸ノレも思わずくりか

えしま した。光は机の上においた小さなうけ皿の上で光っているのです。

ラジュウムをみてピエールは

1. くやしがった 2.突験をやりなおした 3. よろこんだ

4.明かりをつけた 5. うけ皿をきれいにあらった

4 rごめんなさい。おじさんs ごめんなさい。ぼくはただ楽譜をうつしてい
ニ ぞ3

ただけなんです。Jrそうだったのか。おどろいた小僧だ。」クリフトは，

セパスチャ y の、所にあるたくさんのうつした楽諮を見つめて，いつのまに
えエみずf

か固に涙をためていた。

「セパスチャンよ 3・すまなかった。おとうさんから，おまえをあずかった
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わしが， おまえにろうそくもかつてやらないで3 且の光などで勉強させ

て。」

?1P7トはこれからどうしたと思うか

1.いままで湿り，セパスチャ-:/を使った 2.すぐ父の所へ帰してやった

3.ろっし?と楽訪をみなとりあげた 4.あきれて音楽の研究を禁じた

5.ろろそくをかつて， 音楽の勉強をたすけた・

5 自をさますと雨だれの音がしている。きょうはパレーの試合なのに，おも

しろくもない雨である。学校へ行くと，思ったとおり 3 試合は中止だっ

た。が3 それでも選手たちはI I 0 

亡二ご|のなかの文は

1.いっしょうけんめい練習をつづけていた

2.ぶつぶつ不平をいっていた

3. くやしがっていた

4 よろこんでいた

5. のんきに遊んでいた

6 すずめたちに数知れず宿をかしていた古い寺がしゅうぜんされた。さて，

寺が新しくかがやくばかり美しいすがたになった時，すずめたちは前の古

いすをさがしにもどってきた。ところが，古いすは3 みんなかぺにぬりつ

ぶされてしまっていた。

もrってきたすずめたちは

1 もとのすにはいった 2.また新しいすをつくらねばならなかった

3.どのお寺だかわすれてしまった 4.寺が美しくなったのでよろこんだ

5. のこっていたすをかりて，みんなはいった

7 iおばあさん3 ここをちょっと借りたよ。Jiはい， これはいっこう存じ

ませんで。Jiだいぶ降ったね。Jiあいにくのお天気で3 さぞお困りでご

ざんしょ。おお，おお，だいぶおぬれなさった。いまp 火をたいてかわか

してあげましょ。 J iそこをもう少し点しつけてくれれば3 あたりながら

かわかすよ。 どうも少し休んだら寒くなったよ。J iへえ3 ただ今Tこいて
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あげます。まあお茶を一つ。」

作者は

1.荷物だけはぬらさなかった 2.おばあさんと仲がよい

3. 1まがらかに笑っている 4.茶屋で休んでいる

5 青笠をみながら，火に込たっマ:いる

8 わたしはp 今まで姉というものについて深〈考えたととがなし、。毎日毎日

同じ家の中で暮していたから，考えるなどという余地がなかったのだろ

う。姉という存在に3 ほとんど無関心ですごしてきた。この年も七)jには

いりj だんだん暑さが増すころs 姉はつとめ先から早くかえって床につい

た。わたしは別に心配もしなかった。姉はもともu丈夫であったから，す

ぐ起きられると，患った病気も3 だんだん日数を重ねるようになった。

この作者は，こんどは炉慌の姉のことを

1.今ま‘でのよろに考えない 2 いつもとちがう姉を，しんけんに考える
かん

3.あまり考えないが君病はする 4.すこしも心到しない

5. しかたのないととすさとゐきらめる

こん

9 夏休みになるじよく子どもたちは見虫採集だといって野や山へいきま

す。いろいろの虫を集めることもたしかに勉強のひとつです。しかし集め

るだけではまだ学問とはいえません。ほんとうの勉強はそのつぎから始ま

るのです。

ほんとちの勉強は

1.できるだけたくさんの良を集めるとと

2.虫など集めないほうがよい

3.虫を集めたそのつぎからはじまる

4.野や山にたくさんころがっている

5.夏休みにはよい勉強ができる

d. 1，- 1::' 

10 昼前は風通しのいい部屋で三毛と玉が四本の足を思うさまにのばして昼寝

をしているのであった。夕方がくると 3 二ひきで庭に出て芝生の上でよく

すもうを取ったりした。二ひきはいつもいっしょにいた。きのうも台所で
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瀬戸物のふれ合う音がすあと思って行って見るl:，戸をしめ忘れた茶だん

すの上と下の捌から l
l二二二二コ にあてはまるのは

1.二ひきが限っていた 2 二ひきがとぼけた顔でのぞいていた

o
 

l
 --

のら

3.瀬戸物が，われていた 4.ーびきの野良ねとが飛び出して逃げた

5. ねずみがぽっと飛び出した

11 啓三は二回も ころんだが3 まつくらい坂道を3 まっすぐ走っていく。左ひ

ざに痛みを党え3 小走りながら手をやっ てみる と， 血がにじんでいるよう

だその乎で母からずこのまれたふろしきづっみをしっかりと持ちかえた。凶J
〈ず がけ

はずれの崩れ農の中に残っている一本扶が浜風で気味わるくゆれる。風で

折れた枝はp やみの中でゆれ勤きs 啓三の脊すじを冷たくする。旅人を生

きうめにしたというii1が3 のしかかってくるような錯覚におそわれる。星

のない夜空からぽつりと雨。怒っているような突風が顔をたたく。

啓三は，この[憶い夜道を，なんのために走っているのか

1.坂道を走る練習のため 2.からだをじようぶにするため

3.お使いにいくため 4.医渚を迎えに行くため

5.海岸をみまわるため

12 白illlllfへ来ると道ばたで馬が倒れていた。馬方がパケツに水をくんで来て

は3 馬の頭からj良から裕びせかけていた。くびのまわりには大きな氷塊が

二つ三つころがっていた。毎年盛夏のころには3 しばしば出くわす光景で-

ある。こうまでならないうちに，こうなってからの手当の十分のーでも し

てやればよいのにと思うことである。朝日町の，之ある横町を曲ると 3 や

はり道ばたに荷馬車が一台とまっていた。大きな葉桜の伎が，道路の片側

いっぱいに影をひろげている下に，馬は涼しそうに休憩していた。馬にで

も地獄と極楽はあるのである。

この文でL、いたいことは

1.馬が倒れたときは，水と氷0uがよい

2.飼う人しずEいで幸福な馬もおり不幸な馬もある

-129-



3. ][には馬はすぐ病気になる

4.事故のおきる前に注意しな吋ればならぬ

5.病気の馬はいたわらねばならない

13 rあわれ」という感じかた3 これこそは年老いた清少納言が自分の生活や

環境のなかに自分で見いだしたもので・す。それは滑少紡言が，現突の世

界からはるかに速く美しいiJtd'f.，いいかえれば宗教といった境地に対し

てあこがれの限をむけるようになったからではないでしょうか。そのこと
v'惨ぷ eらさし'fI'jt I)t・ぞのえ hん

は清少納言の時代の和泉式部，紫式部，赤染衛門にも共通していえること

です。あるいはこの時代金休の傾向であったというほうがもっと適切かも

知れません。紫式部のかいた源氏物語には，こういう時代精神がよくでて

います。

「あわれJといろ感じかたは

1.消少納言のころの時代約者11 2.年老いた人の考えかた

3.源氏砂，諮にだけみられる考えかた 4.和泉式調1.赤染符門の老えかた

5.‘清少納言の若かった時の考えかすこ

14 rむかし竹取りのおさなというものありけり。J rここより立入ることを

許さず。」のように3 私たちt:r:訴や文宣告には見られず， 古い文休て替かれ

ている文を文語文という。したがって私たちには3 文語文は読みにくくな

っている。しかし「雨がふりだしそうだ。J r雨降りいでんとす。」のよう

に，文休はちがっても3 単語をくらべてみるん口語と女語と，すっかり

変わヮているわけでなし共通なものがすくなくない。

文訴の交は

1.現代認で窃かれた交である

2.雨が降り出しそろずさと，いちょろな文のことでゐる

3.口語文と共通なところがすくなくない

4.口語文k共通なものがほとんどない

5.わたくしたちの文章に多く見られる

。8・ぉ〈
15 私の処女作品といえば3 まず「粕」だろうが， 別に追憶する程のこともな
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く:.~ぜA

いようだ。ただ偶然ああいうものがで、きたのであって，私はそういう時機

に達したというまでである。というのが3 もともと私には何をしなければ

ならぬということがなかった。もちろん生きているから何かしなければな

ら向。する以上は自己の存在を確笑にし，ここに個人があるということを
りょ主げん

他にも会J~らせねばならなぬ位の了見は，常人と同じように持っていたか

も知れぬ。けれども創作の方面で，自己を発衝しようとは，創作をやるま

では別段考えてはいなかった。

作品「猫」が出来よるまでの激石は

1. 日:1fiJという作品を諮きたいといつも考えていた

2.常人が持っている了見は持っていなかった

3. 自己を発揮しようと前から考えていた

4.何かしようという気持はあづた

5. ~古人よりすぐれた了見はもっていた

Itしl.会

16 芭和主，その時代として新しい俳句にさきがけようとして苦心した。謀説

派は，いわゆる新しい好みであった。だが芭蕉は談林派の作家として認め

られていくうちにも，その派のいきコザにゐきたらぬものがあっ氏。この八
もさ〈

年聞は3 芭篠としては暗中模索の時代だったといってよろしい。こうして

苦しんでいた芭蕉に，ほっと一つの悟りのように「これだ。」 と思うもの
かつぜん

がみつかった。部然として3 ということばのように，芭蕉は目の前にから
i!tり

っと霧のはれたような境地を感じた。

芭蕉はなぜ苦しんだと思ろか

1.談林派の作家となるため 2.談林派にあきたらぬものがあったため

3.談燃の人たちとの交際ょのことで 4.談林派をおさえつけるため

5.談林派を自分の悟りでみちびくため

17 ~る凶J角で3 ひとりの若い背の高い西洋人の前aで四五人比較的背の低い，

しかし若くてりっぱな口本人が立話をしていた。何を話しているかわから

なかったが2 見てすぐ感じられたことは，その日本の持品たちの西洋人に

対する態度に!i.，あたかも昔の家来が主人に対する如き，何かしらそうい
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ったようなあるものがあるように感じられた。その西洋人がどれだけえら

い人であったかしらないが3 単にえらさに対する尊敬とは少しちがったあ

るものがあるように感じられた。

この女の作岩は

1. りっぱな臼本人の態度にi&，心している

2ーその丙洋人は，えらい人であると感じている

3. 1i'の家来とさ人との凶係主同じよろな鶴度だと感じている

4. その西洋人は尊敬されていないk感じている

5.えらさに対する尊敬を感じている

18 旅の文学については， もっと苫きたいことがあるがp このみじかい文で

は，古今のすぐれた三人の文学ム人生へょせる日頃の心情を記す:ことに

とどめる。そして私もまた2 亀井氏と同様「戦乱のあわただしいiJtにあっ

て3 ますます旅人の姿に忠、いをひそめるようになった」自分をあらためて

知るのだ。

この文の前には， どんなこと泊九星いてあったか

. 1. )炭の文学
舎や 〈

2 胸木の告き方 3 ある一人の文学煮の考えーβ

4，亀井氏の健康 5.作言者の苦しみ

げん

19 パイ A~ リンを少しきりひくことができないヘボ音楽家は，パイ太リンの政

が四本なので不便記。もっと弦が多くないといい音が出ないと言うかも知

れない。少なくとも彼等はいい音を出さないのは事笑で3 どんないいパイ

オリンをひいても，ろくな音楽セ言葉することができないで3 そして自分が

惑いとは思わず2 楽器が惑いというだるう。ある文学者が， r人生がくだ

らないのだから文学は書けない。」主 3 言 ったこと聞いたことがある。そ

れはこのバイオリンの窓口をいう音楽家以上に縁かな人間だと思う。

この文の要点は

1.入はとかく不平をいいやすい

2.音楽家や文学者はすぐれた才能がな〈てはよい仕事はできない
"じゅ〈

3. とかく人は自己の未熟さを考えずいいわけをいう

4. とかく人は自己の欠点をかくす
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5.白己の欠点に気づく入は，入生のくずさらなさにも気づ〈

20誕の英語についているjL輸のあたりに浮雲がただよっていてそれに夕陽が
てんびよョ

眠って紅に染った，いわゆる天平雲を背景とした壊を仰ぎたいというの

が2 私の長い間の願望であった。朱塔は周知の如く三重の塔であるがp 各

層に去詰がついているのてヴミ霊の塔のように見える。この裳層の広がりが
レんえい (1， 

搭は音調と陰競を与えている。白la1.の祈念に宿る音楽性はp ここにもうか

がわれるであろラ。

「白鳳の祈念に宿る音楽性は，ここにもうかがわれるであろう，Jの「ここにもJ

といろのほ

1.浮雲のこと 2.天半謡のこと 3.六室の塔のこと

4 ~送開のIÄ・がりのこと 5.九輸のあたりのこと

名まえ|
， 

女男 所見

学 小学校

学年組 |
ー 一 一

1:fo 五且 替

検査問 1昭和l 年 月 日

知能年令〔叉は I.Q.偏差値〉

中
学
校
一
二
三
二
年
用

文
章
読
解
カ
テ
久

ト

幹 !検査成績表 | 文章読解力フロフイソ

ア問題別|粗点|管

28h竺|トI ! 
矧2大意II ト1祖

空両で示日 |?! 自 ~.I"i l 

i|4推 理1 1 1;:ー :;:;;;::
と除得点1 I I士仏 l :~ 30 3~ 40 4 

Y 餌定段1't1I ・ 1.".1，...1

見|::|疎度|←-2-1←ーl→←0→ト+1→ト リー

問 lE高II 
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第 5章標本調査 設 計

この二種の読解力検査は、全県児童生従の学力の状態を知り，またその学ヰf

全集団についての平均と分散を知って3 学年ごとに基準尺度をつくろうとする

ものである。ところでg その目的をみたす為にs 会数親王室の方法をとることは

統計数翠の上からみても好ましい方法ではない。殊に2 様準化の際の児童生徒・

数は，いずれも50，000人程度であった。しかも，これらの児童生徒は，全県に

散在しているので，直接等しい斑率で抽出することはs 凶難である。

O学校の層別と標本児童生徒の抽出

標本児童生徒を抽出するにはつぎのようにした。まず学校を層別し，つぎに

各層より， 一校を確率比例抽出法で抽出した。このようにして得られた標本学

校から，必要機本数を，各学年ごとに無作為抽出して，標本児謹生徒を決定し

~. ，、」。

学校の層別には， .全県の小中学校を，まず，旧市部 ・新市部および闘I部 ・村

領と三つにわけた。この際旧市部 ・新市部および阿部ではs 学校単位の保護者

の第一次ilh.業率(農業，漁業，林業〕が55%未満の学校のみを考え， 55%以上

の第一次産業主容をもっ学校は村部にいれた。 したがづて第一次腐の庖イヒはつぎ，

のようになる。

第5.1表 第 一 次層層別基準

I l~ 1 日市部のう土日産業率55%来慌の学校一

2層 |新市部およひ明のち鴻ー次献制鰍満の学校

ゐ|旧市部新市首阿部のうち第一次麟不55%以上の学校および村部の学校

つぎにこの第一次局内を学校の規僕と職員権威比率で層化し，更に各層内で

は，地域性を考慮して第二次屑をつくり，第二次層より前記の方法で標本学校

を抽出した。このようにして，小学校32校3 中学校31校を得た。

また必要標本数はつぎのようにした。

母集団において， 5%含まれるものが無作為に抽出されることによって，槙
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木の中に:!:1.5のけJをゆるして， 3.5~6.5%の聞に入る確率が 95% となるよう

にした。これに必要な標本数はz つぎによって求められる。

位二旦型ゴL三0.01552V Nー l

こ主にN= 50000 P = 0.05として n>831をうるから安全をはかつて

各学年約900名とした。 この標本数を各層の大きさに比例割当をしs その標本

数を，標本学校から抽出した。

これらの詳細な記述は， r新潟県立教育研質所経要第一集，学力検査作成に

ついての標本調査法」および「第六集，r~数学力検査」等を参照されたい。と

にかく上述したように，学校を確率比例抽出し，根本割当に比例法を用いれば

各児童生徒は層に関係せず，みな等しい確率で抽出されることになる。

第二次層について3 各層から，確率比例抽出法によって，-!r校を抽出し，

その標本学校から各層の児童生徒数に比例して，根本児童生徒を抽出したわけ

である。それぞれの抽出には現数表を用いたのであるが，結果は，第 5.2衰の

とおりである。

第 5.2表 (1) 標本学校および標本児ni.現徒の割当

小学校低学年用(1， 2， 3年〉

I ~m~ 年 I Yèm: 年 1~1tl;年校児童数回数刷数|標本数児童数!齢数

1 新 潟 k 所 158 25 158 25 159 25 

2 /1 木 f可 235 17 232 17 232 17 

r I 3 /1 新 潟 328 31 346 31 417 31 

4 新発田 外ケ倫 343 31 284 31 323 31 

5 高 国 策本町 253 32 勾9 32 2:J6 32 

6 新 潟 5長 279 40 292 40 306 40 

7 小 千谷 小千谷 362 38 356 38 421 38 

8 方日 茂 カnj支南 357 38 320 38 382 38 

)[ I 9 一 U : I Il ~ 崎 172 22 159 22 186 22 

10 佐 波 沢 狼 97 17 89 17 112 17 

11 直 江湾 直江津 315 27 315 27 325 27 

12 ~t ?自1 中 条 289 28 255 28 265 28 
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13 E15 事Ii 谷 25 21 20 21 28 21 

14 中 頚 櫛 ~d! 61 24 51 24 48 24 

15 高 同 郷 55 30 66 30 46 30 

16 佐 渡 金 泉 82 31 76 31 69 31 

17 長 悶 桂 46 31 64 31 64 31 

18 岩 船 西 神 約 73 11 66 31 64 31 

19 見 附 新 1慰 65 31 54 31 46 31 

20 新発田 荒 )11 47 28 39 28 44 28 

21 ー-. 条 大 時 93 28 106 28 97 28 

B 22 南 奇書 五 加 30 28 39 28 23 28 

23 司有 魚 馬 場 35 22 50 22 70 20 

24 中 務 粟生津 75 24 87 24 73 24 

25 南 魚 土 患 97 17 85 17 92 17 

26 南 務 中 条 54 29 61 29 77 29 

27 東 頚 伊 沢 28 24 31 24 33 24 

28 佐 渡 ~m 野 104 41 112 41 111 41 

29 南 !質主 大 崎 149 26 113 26 172 26 

30 ::ft 蒲 山 倉 110 'z7 99 27 88 27 

31 西 務 漆 ・山 162 41 145 41 145 31 

32 If 59 20 60 20 58 
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13 32 21 19 20 28 21 26 21 

14 柏崎安田 52 24 26 24 41 24 58 24 

15 東蒲 日出谷 | 49 30 31 31 52 30 58 30 

16 高田 者百 回 85 31 38 31 77 31 76 31 

17 11 春日 1 50 31 38 31 47 31 26 26 

18 刈羽 北鮫石 71 31 33 31 58 31 75 36 

19 H 厳原l44 31 23 ::ll 35 31 67 31. 

20 古志 上::!t谷 58 31 40 37 48 28 51 28 
E 21 If 人面 l 33 28 19 19 30 28 29 29 

22 北言語 篠塚 | 48 28 31 28 39 28 50 28 

23 37 22 33 22 33 22 52 22 

24 刈羽荒浜第 一 28 24 30 24 38 24 65 、24

25 北魚 川井 | 16 16 12 12 7 7 19 19 

26 商務 中条 | 51 30 30 30 。 47 39 45 27 

27 中魚 倉俣 37 24 30 24 41 24 41 24 

28 三島 西越 76 41. 69 41 92 41 100 41 

29 刈羽ゴヒ条中央 77 26 69 26 65 26 92 26 

30 北蒲 号車窪寺 101 27 73 27 102 27 115 27 

31 加茂 七谷 107 41 88 41 93 41 128 41 

32 幸1i津 新聞 108 20 67 20 87 20 89 20 

第 5.2表 (3).

中学校用 (1.2. 3年〉

-
数

0

0

0

0

3

3

一
D

2

宇
鯨

3

3

3

3

2

2

一3
3

3
一
数

9

8

7

9

0

6

一3
8

一
筆
関
川
町
付
引
調
印
お
一
問
勾

一
児

一

一

一
数

0

0

0

0

3

3

一0
2

一

一
レト

3

3

3

3

2

2

一

3

3

一年一降
|
1lili
-
-
F

7
一

轍

布

団

沼

田

m
竺

白

河

i

e

d

{

?

-

誕

E
w
h
u
z
u
A
U
3
A
ヨ
ロ
u
q
U
4

1
4
F
V4

r

d

R

一-
q
u

「
ト
戸
一
|
1
1
11
1
-
ー
ト

l

一

一
数

0

0

0

0

3

3

一0
2

1

2

4

9

E
一
勧

↑
3

3

3

3

2

2

一
3

3

3

2

4

2

一
1
一
轍

ω
抽

飢

団

関

回

一
お

お

岨

加

但

ω
一

一

一d
且

6

4

5

4

5

3

一
1

2

2

2

4
3
-

一

一
閃ん

一

一

一

年

一

一

一

一

小

学

校

高

学

年

に

同

じ

一

n

u

-

校

庭

屋

下

町

調

丸

一
貝
棋
内
出
掛
仲

川

一

ノ

新

一

之

江

魚

一

|門
一z
dは
ほ
(ば

同
川岡同一

一

市

潟

悶

潟

問

一
白雨
漏

魚

津

川
一

一

H

江
魚
一

一

郡

新

高

新

新

=

一

一
中

北

直

糸

一

一同
同
一1

引
ペ
判
叶
」
パ
叶
ペ
川
川
叫
一

次
号

一

一

一
番

一

I

一

E

協
同
F

一

一



善説|;|郡市|ヂイ 6 年 lYr.¥ぷ品品レヰlL数(

13 中魚|六箇 ・ 261 22146122，461221 

14 東務 |上条 ~I ~I ~ I ~I 61 ~1 
15 1 /1 箆ノ瀬 155 1 26 1 178 1 26 1 170 1 26 1 

116 北幸吉本回 63126 811261 781 26 

17 刈羽刈羽 119 1 26 I 119 1 26 1 137 1 26 

18 中蒲十 全 001 261 001 261 w l ~ 
19 柏崎高田 73 1 26 1 80 1 26 1 94 1 26 

20 中言語様岸 ~ I n l ~ I n l WI ~ 

m 1211 " 須回 al nl 001 ~ I n"1 ~ 
22 新井烏坂 nl n l WI ~ I ~ I ~ 

お .;ft蒲 1亀 代 111 1 28 1 119 1 28 1 115 I 28 

24 西蒲天之神谷 115 1 28 1 123 1 28 1 123 1 28 

25 北魚喜一 601 30 臼 301 60130 

26 中務雪野木 90 I 30 I 120 1 3Q I 93 I 30 
27 西頚よ早川 m l al al al ~ I a 

28 西浦浜松 110 I 44 1 132 1 44 1 110 1 " 44 

29 北言語後関 202 I 40 1 237 1 40 I 224 1 40 

30 南務中野鳥;ftj 44 1 38 1 58 I 38 I 44 I 38 
31 北務|乙 1 1 197 1 21 1 175 1 21 1 1印 21 

第 6章標 準 化

6.1 本テス トの実施

本テストは，層化副次無作為抽出法によって3 全県下から抽出された各学年

約 900名の標本児童生徒について笑施した。小学校高学年用および， 中学校用

は，昭和31年 2且28日から 3月10日までの聞に，小学校低学年月は，昭和32年

5月13日から 5月20日までの聞に笑施した。

0小学校 1，2， 3年用

I テスト実施上の一般的条件 '

このテストを実施するにあたっては，次のことがらに注意する必要がある。
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この検斉に先立って3 特別な練習をしてはならない。

2 検杏時刻は児童生徒のあまり疲労しない午前の第=時限頃が最もよい。

3 検査揚は，児童生徒が平素の気持で十分実力をあらわし得る場所，したが

って平素の教室長がよい。

4 問題の解答のしかたは全員に徹底させなければならない。このため用紙中

の 11練習11 によって説明すると共t乙特に理解のおそい者には個別に相談

をうけることも必要である。

5 問題の解き方についての質問はうけてもよいが3 問題を読んでやったり，

字伺の説明その他の階示的なことは絶対にしてはならない。

6 時間は1E確に笑施しなければならない。

7 検査者は3 笑施にあたっては，この手引を十分理解しておくことが必要で

ある。

Ir テストの実施方法

~ 1 )このテストの突>>tfi.時聞はつぎのとお りであるの (疲労がはげしけ

れば二部と三部の聞に休憩をとる。〉

第一部餌二部館三部開閉部! 叫
(恕い〉 間文)1 (級交) IQ英字1 則

~ 1 1m 1-1玄Tτ一 一 一

6分|一一一!一一一I7分 I44分

6分 17分 14分 114分

(2J指示のしかた

1 これから国語のテストをやります。

先生のいうことをよくきを，先生のいうとおりにしておちついてまちがわ

ぬようにp またできるどけ速くやってください。

2 鉛筆こ本を，初Lの上に出しなさい。あとはみな机の中にしまってください。

3 これから，検査用紙をくばります。表紙を上にしておきなさい。問題を競

んではいけません。
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一ーテスト用紙をすみやかにくばる一一

4 番号，名まえを かきなさい。 1
|教師の方で3 校名，氏名を

5 学校p 学年3 組を かきなさい。}
|捺印して渡した方がよい。

6 検査年月日を かきなさい。 J

一一全部終ったかどうかをたしかめる一-

7 これから テストのしかたを説明します。

(1) いつも 先生のいうとおりにしてください。

∞ 「聞け」といわないのに聞いてはなりません。

(3) i始め」 といってから 「やめJというまで正確にしかもできるだけ速〈

やりなさい。

凶問題は番号の順にしなさい。しかしむずかしいのがあったら3 残して

すすみ時聞があったらあとでしなさい。

(5) まちがっても消しゴムは使わないで3 えんぴつで×じるしかつけてなお

しなさい。

(6) iやめ」といったら とち附うでもやめなさい。

(め 「用意」で鉛筆を もち， i始めJでかく。.iやめJで鉛筆i:'机の上に

おく。

(⑤ ちっ左もわからないのにでたらめにOをつけてはいけません。

(9) 人のもの含みてはいけません。

M テストは，第一部第一部第三部第四部主四つにかかれこまかには

六つにわかれています。今やっている所以外は見てはなりません。

8 では，これから線習してみましょう。

(上段のなしの絵の語いをよむ。〕

答が四っかいてありますが， そのうち絵にあったことばをOでかこんであ

ります。て寸i1，下の絵にあったことばをさがしてOでかこみなさい。

(選択肢を一つずつ読んでやって，一番よいつみきをOでかこみます。や

りかたのわからないものがないようによくたしかめる。〉

部 (1 ) 
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9 それで山主一部の (1)をやります。(1 )は3 絵をみて，その絵にあった

ことばをさがすテストですの練習の時のようにやりなさい。

10 2頁を開きなさい。一部(1 )は， 4頁まであり， 36題あります。(それ

ぞれの頁をめくらせて，どこまでやったらよいかをたしかめさせる。)

11 終った人ははじめから読みかえして，まちがいがあったらなおしなさい。

12 I用意J一一 「始めJ-6分一一 「やめJ

部 (2)

13 一部 (2)の練習をしましょう。右がわは3 上のことばと「なかまのこと

ば」をさがすテストで-す。二ばんめの「おばさんJのなかまは「おじさん」

ですね。0をつけましたか。左がわは，上のことばに， うまくつながること

ばをこ のなかからきがしてOをつけるテストです。おもしろい「おはなし

」がよくつづきますね。おはなしの上にOをつけまし 主う。〈たしかめる〉

14 (2)は，5頁から 9:f~までで30題あります。(それをたしかめさせる。〉

15 終った人は， ( 2)の始めからよみかえしてまちがいがあったらなおしな

さい。

16 I用意」 一一「始めJ-7分一一 「やめ」

一部

17 =部の練習をします。二部には短かい文がならび，その下に番号がついて

います。下の絵のなかから上の文にあうものをさがし出して番号をつける

テストです。うさぎの絵の上に !とかきなさい。にわとりの絵の上には3

2がつぎます。こねこには，3ですね。

18 ご部は， 9頁から， 13頁までで， 14番までゐります。(たしかめさせる。〉

19 終ったら二部の始めから読みかえしなさい。

20 I用意J一一一 「始め」 一一-6分一一「やめJ (疲労強ければ，このあと

5分くらい休憩しても よいが，休まないことを原則とする。〉

= 部(1 ) 

21 三部(1 )の練習をします。文をよんで，おしまいに普いである問題文の

とおりに下の絵にOをつけるテストです。

，... 141 ... 



ーぱーん上の，とんで、いるつばめにOをつけましたね。

22 これは，13頁から， 16頁までで10Jf!あります。(たしかめさせる。〉

23 終ったら，始めから読みかえしなさい。

24 i用意」一一一「始めJ-4分ー一「やめ」

一 部 (2)

25 三部 (2)の練習をします。文のおしまいに問いかけの文がありs そのあ

とに答が凶っかいてありますから，そのうち一ばんょいと思う答の番号を

Oでかこむのです。 一つだけです。 3をOでかこみましたか。 くやりかた

を黒板で示す。〉

26 三部 (2は，17頁から， 23頁までで， 20題あり ます。(たしかめさせる〉

27 終ったら始めから読みかえしなさい。

28 i用意」一一「始め」 一一ー14分一一「やめJ

四部

29 四部の練習をします。上の漢字のよみかたの答が，四つ3 下にE書いてあり

ます。一つだけ正しいものを選んで， 0でかこみます。下の問題では 「し

ろい」をかこみましたね。

30 阿部は23頁から， 27頁 までで70題あります。終ったら始めから読みかえし

なさい。

31 i用意」一一一「始め」 一一7分一一「やめJ

0小学校4，5， 6年用および3 中学校 1，2， 3年用

1 テスト笑施上の一般的注意は， /J、1，2， 3年用に同じ。

E テストの実施方法

( 1 )このテストの実施時聞はつぎのとお りである。

会二部|一一l企部|細部

l扮 |休憩5分 I1扮 I 16分
1扮 I I 1扮 I1紛

計

一
時
一
紛

|第一部
小 学 校 I10分

中学校| 扮
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(2)指示のしかた

l これから国語のテストをやります。

先生のいうことをよくきき，先生のいうとおりにしておちついてまちがわ

ぬように，またできるだけ速くやってください。

2 鉛筆二本を，机の kに出しなさいあとはみな机の中にしまって〈ださい。

3 これから3 検査用紙をくばります。表紙を上にしておきなさい。問題を読

んではいけません。

一一テスト用紙をすみやかにくばる一-

4 番号s 名まえを かきなさい。

5 学校，学年，組を かきなさい。

6 検査年且日を かきなさい。

一一全部終ったかどうかをたしかめる一一

こ 士カら テストのしかたを説明します。

(1) いつも 先生のいうとおりにしてください。

∞ 「聞け」といわないのに開いてはなりません。

(3) i始め」といってから「やめ」というまで正確にしかもできるだけ速く

やりなさい。

ω 問題は番号の)1頂にしなさい。しかし むずかしいのがあったら，残して

すすみ時間があったらあとでしなさい。

(5) まちがっても消しゴムは依わないで，えんぴつで×じるしをつけてなお

しなさい。

(6) iやめ」といったら 主ち陪うでもやめなさい。

(J) i用意Jで鉛筆を もち， r始め」でかく。「やめ」で鉛筆を机の上に

おく。

(⑤ ちっともわからないのに3 でたらめにOをつけてはいけません。

働人のものをみてはいけません。

ω テストは，第一部第二部第三部第四部と四つにわかれています。

今やっている所以外は見てはなりません。
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8 では，これから練習してみまし t う。

(問題文を二回よむ〉

答が五っかいてありますから，その五つのうちいちばんょいと思う答の番

号をOでかこむのです。一つだけつける。

(小学校ではOのつけかたを板番でしめす〉

(選択肢を一つずつ読んでやって一番よいものにOをつけさせる〉

やりかたのわからないものがないようによくたしかめる。〉

第一部

9 それでは第一部をやります。第一部は読む速さをみる問題です。それぞれ

の文の聞いがありますから，よ'く読んでまちがわぬようやりなさい。

10 終った人ははじめから3 読みかえしまちがいがあったらなおしなさい。

11 2頁を開きなさい。第一昨は [@2頁-7頁 @2頁-8頁〕です。問題は30

題です。

くそれぞれの頁までめくらせて どこまでやったらよいかを たしかめさ

せる〉

12 I用意」一一「始め」一一 [@10分@:)9分〕一一「やめJ

第二部

13 第二音r.は文に書いてあることのうち，いちばんだいじなことや，支のすじ

をつかむテス トです。女の大意，要点といってもよい。

問いのかいてないのもありますからs その時は文のだいじえEことはなにか

というふうに考えてください。

14 [@8頁@:)9頁〕をひらきなさい。第二都は [@8頁-13頁@9頁-14頁ユ

です。(それをたしかめさせる〉

15 終った人は もう一度第二部の始めから読みかえしなさいD

16 I用意J一一ー「始めJ一一-[@@:)とも15分〕 一 一「やめJ (小学校はこ

のあと 5分休憩〉

第三部

17. 第三部は文にかかれたことがらの細かい関係を考える問題です。

問題文につぎに問いが書いてありますからよく読んでやりなさい。
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，.. ~Ik ，' y ，¥ @14頁-19頁
18 (以下要領は第二部ド惜しる)@IS頁-20耳 ともに16分

第凶部

19 第四部は文に'省いた作者の会、持や，文の主人公の気持を考える問題です。

これは文の中心思想をよみとる問題といってもよい。またその文がこれか

らどうつづくかを3 その人がそれからどうなるかを考える問鯨もありま

す。

田 町 @20頁-26ft
20 (以下第二部に準じて説明する。邸l民-27ぷ ともに16分

画採点法

0 小学校 1，2， 3年用

実施したテスト用紙は3 そのまま研究所へ送ってもらい，採点や処理は研努

所で行った。

各問題は l点とする。

正答表は，っきPのとおりである。

節目.1表 定答表

※選択肢番号は右とから，左下へ， A.B.C.Dの略号で示す。したがって1番

の正答町、とJ丸三番目だから Cにある。

沖

t凶出凶土当|い川州州C付巾削|い川C付|川CりID出三止l?到山川lμ川山A川山|何C引l~C叶1 DI同D刊|一士出l互司|2 
3鉛61

鈍叫|防阿幻叫|犯判|お判|おl 
μ叫|怜阿n叫|初 m叫11叫6刊|沖21い叫O付|日 6141 21 軒 | ぃ

巾IAlnかいいiB日 1B fB 1 c I B I B 1 DI A I両 8
※11呑から3 選択肢番号I:t.，方から左へ績に

A. B. C. Dとなっている

勾|幻|ぉi勾121119117 15113111 1 91 71 51 31 1 1番号I=-
DIB-IA阿AID1B_B|可BlclclDCP五12
3O ;~ ぉ 124 22120118 16114112 i川 8i 6 ~・ 21 番号| ぃ
AIDlcげτ寸 IcIAIDIBÎIAIBICIA戸訂き
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二
、
簡
単
な
文

11番号

312(113121平司112113 31;11[3¥刑平r¥31211五五
F¥Alcド¥ElclElc同IFJBlnIBIEic¥E1A同FI平岡市IIE云

ご重

(1) 

彼
(雑
絵な
)文

m119 ¥ 181川16115¥ 141131中11101 9 1 8 1 7 I u 1 5 1 4 / 3 1 2 11 I番号I(~] 
1412i21112印同-31314岡 21413131212141瓦安?

四
、
輸
出

字

続|時|貯 休|刻家|官同|国|商|日|λ|人1月|上立|本|漢字

寸~1413! 21113 ¥ 4121414¥411 ¥ 213.3¥21瓦
布i荊可昨|雨阿見|右前珂~I~ ，
2 1 2 ¥ 4 1 3 ¥ 4 ¥ 4 ¥ 3 1 3 T 2 T71 3 T 2同212/131正吾

四
、
淡

字

〈

舗

帆

)

路|※|橋|窃|感|客同|強i急|喜|指|船|巡|遊|集|美号|米!漢字

212¥211121314121314/412 3Tl~ 312戸五
IA-I荷|主1食|返|回(進|表|悶|勝|笠!迩|関|動|烏|教広|朗直言

i~3í4\2\21414 \ 414N<同111 \ 3 \ 14 \4直
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。小学校4，5， 6年周

表R廷ァ
.!n1 生食

ι司正第6.2表

小学校用

iき完夫君美詣童話完芯豆石三三三一出ーニ1::1空
4235232143542535241253142132151A答 部

仁一一一一一一一一一 |腕l空Cコ~1、毛コ"之ゴヨi.. gヨ=二ユーー、Jプt.<F、噌ヨフセ主主医ヨ三三=- r - - I 

2 5 1 4 2 4 3 5 3 2 5 242 1 3 2 3 511正答!部

第
三
部

第
四
部

亘Z三毛三百三三三5九八一目玉L:m:; .E:三ニ|笠竺|

545135124351324241311A答|

0中学校 1，2， 36f.用

第
一
部

中学 校 周

|き元夫毛宍霊言霊三三5A:F¥:石天王百三三-0九八也大五回三=一 |番号

i54134351三5237万三 4321321j241312日雇

第
二
部

-.一一一一一一一一一一 |番号 l
Jコ三己ふ去三豆旦三三ニQ主主タ主主空三三三二i一一一1

3 1 2 4 3 5 3 2 3 2 541 2 3 154 3 2 I正答 l

第
三
部

=一一一一一一一一一一 |番号
Eコ:Jl.d、-t:lフて.....~ヨ三三三エー-(コ7t..)、吃=フ‘:;;31.Ilヨ=-ーーー l 

2 4 123 5 1 3 2 5 4 3 234 1 3 2 1 2 I正答

第
四
部閣一A

官
=一2=一3

四
一

5

E
一

l

六
一

2

七
一

4

八
一

2

九

3
一OE
2

一一一3
一二
一

2

Z

一1
一
四

E
3

一E
一4

一さ

2

一七
一

3

一八一

1

一九

3

一一

0

4
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6.2 本テストの成績

0小学校 1.，2， 3年用

?J!; 6.3毒長 会県 の成績

差(汗一一¥空|郡|ヰ 42 1三部 30 1四部70j全体|
(iJんたんな文コ u.くぎつな女)!C漢字〉 犯8

1 I m :;t: i)jJ n I 901 I 901 I 901 I 901 I 901 

年li品 34239| 弘お5112i。|273:

2ii去最主主|ぺ
904 901 

l 904| 制fi I 38.2 23.7 14.4 36.5 I 112.9 
年'"I 13.46 9.44 6.26 8.51 I 32.97 

広私自~ I ぺ
902 902 |ぺ ω2王 48.2 30.0 19.0 53.4 I 150.6 

年'"I 11.56 8.64 5.86 10.41 I 32.13 

第6.4表 小学校4.)5) 6年・

学年匝??塑IC速続出確占ι一部 |三 部 |四部|全 体

;li品 3 3i

886 
71.1 8.1 39.9 

5.16 19.9 3.86 3.99 3.65 15.05 

;lii品 |
895 

10.2 10.9 48.1 
5.36 17.36 4.23 3.85 3.99 15.67 

6li品 in1 m l

902 
i I 17.7 79.1. 11.6 53.0 

年，JI 5.75 16.88 4.13 3.86 4.07 16.02 

体

十
吐

6

6
一

6
1
r
u

一4
4
m却

一
切
ぬ
日
比

一
町
出
仏
民

一
m
回
総
弘

全
一
一
一

市
巾
け

一

ヴ

t

F

O

。

5

4
J

回
一
日
7

8
一

6
7
9
4
7
1b

;

h

 

一
以

9
3
一

g
m
3
g
U
4

四

一ー

一

一

一利日
釦|日利一
川
利

一

一

X
9
4
一

お

0

4

m悶
L

4

一

一

l

一

t

I

E

1

一
一一一

一

一

一
部
一

4

2
均

一
6

3
山田

一
4

2
随

一

一
泊

a
a
一
泊
n
u
a
m
u
L
I

一

一

f

一

f

I

E

l

14

一部問中
一

muω
一
郎

M
m
一
M32

年

一
臨
一

ω肱
位

一
的
肱
乱

8
7
2

3

一
一
恒
一

一

一一

守

一

組
問
仰

一
蹴
別
問

一
部

制

校

三

℃一

一

一

学
一題
パ
川什
汀ぺ
リ
l
il

中

一糊
¥一
L
P
防
御

一
軒

釘

一
勧
一
郎
副

田

一

間

畑

一

両
冊

一

日
出

一
¥
一

ド
平
前

一
ド
平
制
一

平
樹

海

一
¥
一

木
1
制

一
氏

晶

一
本
木
個
幅

広

一
~3
一

3
本

一

3
本

-

本

骨

で
項
一
摂
穣
穏

一
模
様
穣

一
綴
標
標

竺
1

年

一
2

年

-
3

指
ザ
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第 6.6表 正確度 品 等 表

}
J崩
!

段定評
小学校 用|中学 校周

年 I3 年

6 

4 年 I5 年 I6 年 I1 年 2

+ 2 I +1.5以上 98-lOU I 913-100 I 98-100 I 97-100 98-100 I 98-1∞ 
+ 1 I +0.5-+1.5 I 70-98 I 85-97 I 90-97 I 83-96 82-97 I 86-97 

o ーO.(j-キ0.5164-69 I 71-84 I 74-89 I 58-82 59-81 166-85 

-1 I -1.5--0.5 I 39-63 148-70 149-73 I 29-57 31-58 I 37-65 

ー2 I ー1.5以下 0-38 I 0-47 I 0-48 I 0-28 0-30 I 0-36 

6.3 品等尺度

0小学校 1，2， 3年

第 6.7表 読解力品等表

戸空白|偏差位
+ 2 I 65以上

55-64 

45-54 

-1 35-44 

- 2 I 34以下

0小学校4J 5， 6年

中学校 ]， 2， 3年

第 6.8表文章読解カ品等表

評定義階{日差値

十 2 65以上

十 1 I 55-64 

o I 45-54 

-1 I 35-44 

-2 I 34以下
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